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「神奈川の遣跡調査在めぐる30年I
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しかしながら、近年、いくつかの地域において

重要な近現代遺跡が発見され、考古学的な方法に

基づく調査事例が増加してきた。過去の工事中に

も近代遺構が発見され、不充分ながらも遺物の採

集と記録が残されてきたことの積重も含めて、近

現代遺跡の調査の必要性が認識され始めている。

1 ．はじめに

文化庁は埋蔵文化財の範囲を「近現代の遺跡に

ついては、地域において特に重要なものを対象と

することができる」 （文化庁次長通知）としている

が、神奈川県では近現代遺跡は埋蔵文化財として

取扱われてはいないのが現状である。
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1黒川遺跡群19釜利谷遺跡20上行寺裏遺跡30猿島遺跡群 31横須賀造船所走水水道関連遺構 32大塚台遺跡 33問答ケ原遺跡34小原台塗塁跡

35小原台防空砲台跡36鴨居鳥ケ崎地下壕37三浦海岸トーチカ跡 38ヤキバの塚 39三崎砲台跡 40木の下遺跡41葉山町No.2遺跡42池子遺跡群

43今小路西遺跡44長谷観音堂周辺遺跡45江ノ島コツキング温室遺構46稲荷台地遺跡群47南葛野遺跡48湘南藤沢キャンパス内遺跡49上ノ町遺跡

50下寺尾西方A遺跡51上士棚笹山遺跡52道半地遺跡53構之内遺跡54坊地遺跡55高麗山遺跡56古屋敷遺跡57神明前遺跡58大磯小学校遺跡

59小田原城・城下遺跡群60東町二番遺跡61下鶴間旧小倉家住宅主屋・住宅土蔵62橋本遺跡63宮ケ瀬遺跡群

第1図神奈川県の主な近代遺構の報告例
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3．居留地・国際商業都市遺跡一横浜

1858年に締結された安政五カ国条約に基づい

て横浜村に造られた外国人の居住地は、1899年の

条約改正まで現在の横浜市関内と山手に存在した

もので、神奈川県内で最も早く西洋技術を用いた

社会基盤が整備されていった地域である。

商業地区であった関内では工事中に居留地の都

市基盤に係る遺構が発見されることが多く、横浜

市開港資料館、横浜都市発展記念館などによって

記録が残されてきた。下水道施設として、 1980年

に煉瓦造中卵形管（下水管)、 1996年に煉瓦造大

卵形管、 1982.2001年にこれらを繋ぐ煉瓦造マン

ホールが発見された｡これらは1881年以降に日本

人技術者によって改修されたものだが、2001年に

はそれ以前にイギリス人ブラントンによって敷設

された陶管製下水管も発見されている。また、

2001.2004年に道路舗装面、 1983． 1986．2002

年には1872年に開業し､日本最古のガス灯を点灯

させた横浜瓦斯会社に係る遺構などが発見され、

記録が残されている。

居住地区の山手では、1983年に住宅跡として山

手80番館遺跡、 1978年に娯楽施設・公会堂とし

ての山手ゲーテ座跡､2003年にフランス領事公邸

跡などが発見され、調査されている。前2例は考

古学的方法ではないが、発掘調査が行われたもの

で、他の多くの事例は遺物の採集と簡単な記録が

残されているに過ぎない。考古学的な方法で調査

されたのは、第二代横浜駅跡・横浜共同電灯会社

の発電所関連遺構が初めてであった。

これらの知見から、居留地の基盤整備、居住形

態、社会組織についての物質的な資料が蓄積され

つつある。関東大震災、横浜大空襲で居留地時代

あるいはその後の国際的な商業都市の建造物は多

くが消失したことから、これら地下に存在する遺

構は横浜市だけではなく、神奈川県の近代史を考

える上できわめて重要なものと思われる。

2．近代遺跡の調査概観

神奈川県内おいて、近代の遺構が近世以前の時

期の発掘調査過程で記録されることはあったが、

本格的な発掘調査が行われるようになったのは

1980年代後半からである｡1986～1989年にかけて

行われた川崎市黒川遺跡群の調査では、第2次世

界大戦中の陸軍照空隊陣地跡が調査･記録された。

1990年代に入ると、近代の遺構の調査事例は増

加した。1990～1991年には清川村宮ケ瀬遺跡群北

原遺跡内の長福寺趾が調査され、池j止・廃棄士坑

などから幕末～明治の西洋遺物が出土し注目され

た。1993年には横須賀市大塚台遺跡で第2次世界

大戦中の陸軍高射砲陣地が調査され、同年に行わ

れた横須賀市田戸遺跡の調査では関東大震災の復

興造成層、掩蓋式防空壕などが検出された。

1990年代までの近代遺構に対する調査は｢埋蔵

文化財」の調査と不可分であったが、2000年代に

なると、近代遺跡だけを対象とした発掘調査も行

われるようになっていった。2000年に行われた横

須賀市猿島遺跡群の確認調査は|日軍港市転換法に

基づく都市公園整備に伴ったものだが、調査の結

果、明治期の陸軍沿岸砲台に係る遺構が良好に残

されていることが判明した。以降、 2002.2003.

2006年には公園整備に先行して、猿島砲台跡を対

象とした発掘調査が行われた。

2002年には藤沢市江ノ島植物園整備工事中に

イギリス人サムエル・コッキングの明治期の植物

園温室遺構が発見・調査され、翌年江ノ島コッキ

ング植物苑として保存・公開された。同年、三浦

市ヤキバの塚遺跡に対する学術調査が行われ、近

代漁村の生活史に係る情報が得られた。2003年に

は米海軍横須賀基地内に存在した1871年建築の

横須賀製鉄所副首長官舎解体に伴い、建築物解体

調査と敷地・基礎の発掘調査が行われた。同年に

行われた横浜市第二代横浜駅跡の緊急調査も、建

築学・考古学両分野での調査であった。
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’ 第二代横浜駅跡・発電所跡

2横浜瓦斯会社跡

3灯台寮第二代試験灯台跡

4横浜税関新港埠頭事務所跡

5～9居留地下水道関連遺構

5 （馬車道地点）

6 （本町1丁目交差点地点）

7 （税関前地点）

8 （開港資料館地点）

9 （開港広場地点）

10居留地91番地遺跡

ll フランス波止場跡

12清国領事館跡

13フランス領事公邸跡

14ジェラール水屋敷地下貯水槽跡

15山手ケーテ座跡

16 山手80番館遺跡

17山手天沼ピールエ場跡

、、

第2図横浜市関内周辺の主な近代遺跡の調査例

山手80番館遺跡山手80番館遺跡

ジェラール水屋敷地下水槽 煉瓦造卵形管

写真1 山手80番館遺跡・ジェラール水屋敷地下貯水所・レンガ造卵形管
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2003年には米海軍横須賀基地内に横須賀製鉄

所副首長フランス人ティボディエ官舎の存在が明

らかになり、移築復元を目的として建築物解体調

査と建築物基礎の発掘調査が行われた。調査の結

果、 「YOKOSUKA」刻印耐火煉瓦、 「ミカホ」刻印タ

イル､｢横須賀製錬所｣刻印普通煉瓦などが出土し、

また火災による建築物の部分的な修復があったこ

となどが明らかになった。同年に基地内の近代化

遺産・近代遺跡の分布調査が行われ、横須賀製鉄

所時代のフランス人技術者居住区が旧地形を残し

ていることなどが確認された。

東京湾要塞関連では、猿島砲台跡で現存する

1895年竣工の煉瓦造発電所の建造物調査も含め

て、 2000～2006年の間4次の発掘調査が行われ、

明治前期の沿岸砲台の構造が有機的に把握された。

他に2003年小原台塗塁跡、 2006年深田台演習砲

台跡の調査などが行われたが、これらの調査によ

り幕末～明治を中心とした時期の土木・建築技術

にかかわる知見が得られた。

4．陸海軍の軍事都市遺跡一横須賀

横須賀村も横浜村と同様の小さな漁村であった

が、 1865年の横須賀製鉄所の建設によって、急速

に都市化していった。横須賀製鉄所は後に横須賀

海軍工廠となり、1884年に横須賀鎮守府が設置さ

れ、横須賀・長浦両港は軍港として発展していっ

た。一方で、 1880年に陸軍の観音崎第1 ．2砲台

建設に始まる東京湾要塞の整備・拡充と横須賀重

砲兵連隊、東京湾要塞司令部設置などにより、横

須賀は日本最大規模の陸海軍の軍事都市となって

いった。第2次世界大戦で大きな空襲を受けなか

った横須賀では、これら幕末以降終戦までの軍事

都市遺構が多く残されている。

横須賀製鉄所に係る遺構としては、1989年に横

須賀市本町3丁目において大型店舗建設工事中に

鉄釘と鉄輪のジョイント部を持つ丸太杭と安山岩

製間知石が多数出土し、横須賀市自然・人文博物

館によって採集され、横須賀製鉄所の造船台部材

であることが確認された。

横須賀製鉄所跡副首長官舎地点

横須賀海兵団跡

（コサ.ﾉバｰ･ク地点暗渠）

横須賀海軍工廠製缶工場跡

第5号ドック

横須賀製鉄所跡本町1丁目地点

横須賀海軍工廠造兵部

火工工場地下壕跡

東逸見町石造暗渠

深田演習砲台跡

田戸遺跡
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旧横須賀鎮守府庁舎

旧横須賀鎮守府長官官舎

／ドライドック （乾船渠）

第3図横須賀市中央地区周辺の主な近代遺跡の調査例
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6．戦跡・戦災・震災の痕跡一茅ケ崎・平塚

昭和期の戦争遺跡としては、川崎市黒川遺跡群

の陸軍照空隊陣地跡、横須賀市大塚台遺跡の陸軍

高射砲陣地跡、横須賀市猿島遺跡群の高角砲を配

備した海軍の猿島防空砲台跡などの他に、1998年

に横浜市上行寺裏遺跡で高射機関砲台座跡、 2006

年に横須賀市烏ケ崎地下壕、同市横須賀海軍工廠

造兵部火工工場地下壕などが調査されている。

戦災の跡として茅ケ崎市内の多数の遺跡からは

焼夷弾が発見されているが、市民がどのように戦

争に直面したかという視点でこれらの記録の必要

性が指摘されている｡同様な視点から1986年に茅

ケ崎市下寺尾西方A遺跡、1988年に綾瀬市上士棚

笹山遺跡などで防空壕跡の調査が行われた。平塚

市構之内遺跡、大磯町高麗山遺跡、坊地遺跡でも

焼夷弾が発見され、坊地遺跡では空襲による火災

層の可能性のある焼土層も検出されている。

また、戦災の跡ではないが、猿島砲台中央の切

通しでは護岸石積の崩壊跡が検出された。ここか

らは、きわめて多数の高角砲弾の弾頭・薬莱の破

片と300を超える高角砲弾の弾頭が出土したが、

破裂していない弾頭もすべて外圧を受けているこ

と、石積の崩落石材中から当時の道路面まで変化

なく出土したことなどから、石積の崩落の原因は

終戦直後の連合軍による武装解除に伴う爆破処理

と考えられた。

関東大震災の痕跡は地割れ痕や噴砂痕以外に震

災による火災層と考えられているものと横須賀市

田戸遺跡で発見された地すべりなどの復|日造成層

がある。田戸遺跡は横須賀鎮守府長官官舎の入口

に隣接した土地で､復興造成層上で掩蓋式防空壕、

復興造成層下で建物跡が検出された。前者は昭和

期の遺構で、後者は震災前に存在した大正期以前

の衛兵詰所にかかわる建物跡と考えられた。これ

らの空襲、震災による焼士層、震災復興層は近代

遺跡における鍵層として有効である。

5．保養地・避暑地遺跡一宮ケ瀬・大磯・藤沢

鎌倉、江ノ島、宮ケ瀬などは景勝地として、幕

末から横浜居留地の外国人が旅行した保養地・避

暑地であった。また、 1887年に横浜一国府津間の

鉄道が開業すると、大磯は保養地として注目され

山県有朋など政府要人の別荘が多く建設された。

1990～1991年にかけて発掘調査された宮ケ瀬

遺跡群北原遺跡内の長福寺趾では、池趾・廃棄土

坑などから幕末～明治にかけての陶磁器・ガラス

製品が出土した。そのガラス製品が安政五カ国条

約を締結したイギリス・フランスなどの西洋遺物

であることから、居留地の外国人が景勝地として

の宮ケ瀬を訪れていたことが実証された。

2002年には藤沢市江ノ島で横浜居留地に輸入

貿易商社を経営していたコッキングによって、明

治中期に建設された温室遺構が調査された。温室

遺構は温室、地下水槽、貯炭庫、ボイラー室が池

の回りに配され、防風壁で囲まれた構造で、当時

有数の規模の洋式温室建築と評価されている。

別荘地大磯では1991年に伊藤博文関連の士地

であった古屋敷遺跡の調査が行われ、大磯で初め

て近代遺構として廃棄士坑が検出され､｢朝鮮総督

府専売｣の陽刻を持つガラス容器が出土している。

1992年には旧佐土原藩主､貴族院議員島津忠寛別

荘跡の神明前遺跡の調査で溝、煉瓦構造物が検出

され、庭園遺構の可能性が指摘されている。

写真3江ノ島コッキング温室遺構
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震災・戦災、戦後の開発などで地上構造物が失

われたものは「埋蔵文化財」 として考古学的調査

が必要なのは言うまでもないが、近代化遺産とし

て認識される建築物・土木構造物など有形文化財

に関しても「これらのものと一体をなしてその価

値を形成している土地その他の物件を含む」もの

であることから、その基礎や工法については考古

学的方法による調査が必要である。

文化財保護行政に携わるもの、発掘調査に従事

するもの、考古学を学ぶものにとって近代遺跡を

埋蔵文化財としてのみとらえがちだが、より広い

文化財の概念の中で位置付け、保護・調査・活用

を考えるべきではないだろうか。

7．近代遺跡の今後の課題

神奈川県内の近代遺跡の発掘調査例は多くはな

いが、過去の立会調査などによる記録の積重ね、

近年のいくつかの発掘調査によって、横浜、横須

賀をはじめ、県内各地域で特徴ある近代遺構、遺

物に対する知見が蓄積されつつある。

本格的な近代化の始まりは地域によって異なり、

それぞれに特色があり、それは現在に至る各地域

の地域形成史に他ならない。近代化の過程におけ

る交通網の発達、電信事業の開始、大震災、戦争

など地域を超えた歴史事象と絡まりながら各地域

の近代化事象が統合されたものが近代神奈川の形

成史になるものと思われる。

第2表神奈川県における主な近代遺構の報告例（2）

(藤沢市・茅ケ崎市・平塚市・綾瀬市・相模原市・大磯町）県央部（藤沢市・茅ケ崎市・平塚市・箱

市町村 遺跡名

藤沢市 南葛野遺跡
藤沢市 湘南藤沢キャンパス内遺跡
藤沢市 江ノ島コッキング温室遺構
藤沢市 稲荷台地遺跡群
茅ヶ崎市下寺尾西方A遺跡
茅ヶ崎市上ノ町遺跡
綾瀬市 上士棚笹山遺跡
厚木市 東町二番遺跡
大磯町 古屋敷遺跡
大磯町 神明前遺跡
大磯町 坊地遺跡（竹縄遺跡Ⅱ地点）
大磯町 坊地遺跡（竹縄遺跡Ⅲ地点）
大磯町 大磯小学校遺跡（町屋遺跡）
大磯町 坊地遺跡
大磯町 高麗山遺跡

県西部（小田原市・清川村）

市町村 遺跡名

小田原市大久保雅楽介邸跡（第Ⅳ地点）
小田原市大久保雅楽介邸跡（第V地点）
小田原市本町遺跡（第1地点）
小田原市大久保雅楽介邸跡（第Ⅱ地点）
小田原市三の丸南掘（第Ⅳ地点）
小田原市筋違橋町遺跡（第Ⅱ地点）
小田原市天神下跡（第Ⅱ地点）
小田原市三の丸南掘（第Ⅶ地点）
清川村 北原遺跡・長福寺吐
清川村 南(No.2)遺跡
清川村 馬場(No.3)遺跡
清川村 馬場(No.7)遺跡

出土遺物検出遺構等

防空壕。土坑
防空壕
造園遺構
藤沢海軍航空隊跡
防空壕
溝状遺構・硬化面他
防空壕
建物趾、排水施設他
伊藤博文邸関連地
島津忠寛別荘跡
戦災跡
空襲被火災層
別荘地跡

防空壕・土坑
軍事施設・戦災跡

調査年 時代

ガラス製品他

ガラス製品・銭貨他
普通煉瓦・スレート・セメント塊
ガラス製品・鉄製品他

普通煉瓦・陶磁器・西洋遺物他

昭和

昭和

明治～大正
昭和

昭和

明治～大正
昭和

明治～大正
明治～昭和

明治
昭和

昭和
昭和

昭和
昭和

1992～1993

1988～1990

2002

2006

1986

1991～1995

1998

1991～1992

1991

1992

1993

1995

1997

2000

2001

陶磁器・土管・石杭・ガラス製品
ガラス容器（朝鮮総督府専売局）
普通煉瓦・耐火煉瓦・汽車土瓶他
焼夷弾
普通煉瓦・ガラス製品
普通煉瓦・統制磁器・ガラス製品
陶磁器
焼夷弾・ガラス製品

出土遺物

陶磁器
陶磁器・土器
陶磁器
陶磁器
陶磁器・土管
陶磁器・土器
陶磁器
陶磁器・木製品
陶磁器・ガラス製品・西洋遺物他
陶磁器・鉄製品・銭貨他
陶磁器
陶磁器・ガラス製品・銭貨他

検出遺構等時代調査年

明治～ 廃棄士坑・石組水路他
明治～大正水路他
明治～ 井戸・石組
明治～大正水路他
明治～ 礎石列・井戸
明治～昭和建物趾・石組遺構他
明治～ 石組水路・土坑
明治～ 石列・集石遺構他
明治～昭和保養地跡
明治～昭和土坑
明治～昭和土坑
明治～昭和集落跡

1989～1990

1990～1993

1991～1992

1991～1992

1993

1998

1999

2002～2003

1989

1989

1991～1992

1991～1994
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第1表神奈川県における主な近代遺構の報告例（1）

県東部

市町村

川崎市
川崎市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市
横浜市

(川崎市・横浜市）

出土遺物

統制磁器・銭貨・金属製品他
陶磁器・ガラス製品・碍子他
高射砲弾蒼
普通煉瓦・ジェラール瓦他

普通煉瓦（分銅刻印）
普通煉瓦・耐火煉瓦・鉄津煉瓦他
有孑鰊瓦・ジェラール瓦他

普通煉瓦・耐火煉瓦他

普通煉瓦

遺跡名 調査年 時代 検出遺構等

照空隊陣地跡
照空中隊本部跡
高射砲陣地跡
関内居留地遺構
中下水卵形管
煉瓦造マンホール
傾斜式レトルト窯跡
山手居留地遺構
居留地遺構
ガス製造所基礎
石造下水道
港湾遺構
大下水卵形管
大下水卵形管
工場建築物基礎
高射機関砲台座
関内居留地遺構
階段状石組
煉瓦塀
試験灯台基礎
煉瓦造マンホール
道路舗装面
送ガス管
揚水用風車基礎
鉄道遺構他
道路舗装面

宮添遺跡
黒川遺跡群No.29遺跡
釜利谷遺跡
山手ゲーテ座跡
居留地下水道(開港資料館地点）
居留地下水道(開港ひろぱ地点）
横浜瓦斯会社跡
山手80番館遺跡
ジェラール水屋敷地下貯水槽
横浜瓦斯会社跡
居留地下水道(馬車道地点）
横浜税関新港埠頭事務所跡
居留地下水道(本町1丁目地点）
居留地下水道(税関前地点）
山手ビールエ場跡

上行寺裏遺跡
清国領事舘跡

フランス波止場跡
横浜市居留地91番地遺跡
旧灯台寮試験灯台跡
居留地下水道(日本大通地点）
居留地道路舗装遺構
横浜瓦斯会社跡
フランス領事公邸跡
第二代目横浜駅跡・発電所跡
居留地道路舗装遺構

正
治
正

大
明
大

へ
へ
へ

和
和
和
治
治
治
治
治
治
治
治
正
治
治
治
和
治
末
治
治
治
治
治
治
治
治

昭
昭
昭
明
明
明
明
明
明
明
明
大
明
明
明
昭
明
幕
明
明
明
明
明
明
明
明

６７９１－

６
９
４
８
０
２
３
４
５
６
７
４
６
６
８
８
０
０
１
１
１
１
２
３
３
４

８
８
７
７
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

普通煉瓦・耐火煉瓦・スレート他

ジェラール瓦・中国製陶磁器他

普通煉瓦・ジェラール瓦他

円筒土管・マンホール鉄蓋他

イギリス製鋳鉄ガス管他
普通煉瓦・ジェラール瓦他
双頭レール・汽車土瓶・タイル他
ジェラール瓦・和瓦他

三浦地区（横須賀市 三浦市・逗子市・鎌倉市・葉山町）

市町村 遺跡名 調査年 時代 検出遺構等 出土遺物

陶製水道管
松製丸太杭・聞知石・裏込石
機械類・陶磁器・ガラス製品他
普通煉瓦・陶磁器・和瓦他
小銃弾薬茨・碁石・奏他
陶磁器・汽車土瓶他
普通煉瓦・耐火煉瓦・吸収缶他
高角砲弾弾頭・砲弾状木製品他
普通煉瓦・ジェラール瓦・和瓦他
羽釜・硬質陶器・銭貨・洋瓦他
普通煉瓦・裏込打割煉瓦他
普通煉瓦・耐火煉瓦・タイル他
普通煉瓦他
軍用食器・統制磁器・ガラス製品

横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
横須賀市
三浦市
三浦市
三浦市
三浦市
逗子市
逗子市
逗子市
逗子市
鎌倉市
鎌倉市
葉山町
葉山町

５８９１－

０
９
３
３
６
８
０
２
３
３
３
３
３
５
５
６
６
６
６
６
６
１
２
２
９
１
１
３
４
４
２
８

７
８
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
８
９
９
９
８
９
９
９

９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

跡

ｊ

点
ｊ
ｊ点
点
査
壕

地

地
地
調
ク

下

構
目

舎
舎
布
シ

地
査

遺
汀

塞
蝿
鯲
州
棒
亜
銅
跡
鮪
点
点
州

道
町
赫
体
獅
鮒
跡
剛
鐇
跡
跡
鋤
跡
馴
却
幟
錨
》
剛
跡
》
》
鋤
跡
岬
》
塚
》
》
柚
岬
剛
稚
跡
鋤

走
跡

雛
餓
鑓
馴
噸
訓
舶
舶
離
舶
繼
雛
鰹
鋤
餓
鋤
舳
蝿
餓
獺
舶
柿
鵬
刈
馴
綱
剛
鋤
蝿
悩
稲
川

瀧
繍
焔
昨
囎
繩
鵬
脇
繍
鵬
順
繍
瀧
順
繍
勵
鵬
雛
瀧
獅
諭
輔
輔
特
鵬
鵬
鵬
鵬
帥
融
和
瓢

明治 水道遺構
明治 港湾施設
昭和 大津山高角砲台跡
大正～昭和防空壕・震災復興
昭和 軍事施設

明治～昭和下水道遺構
明治～昭和沿岸砲台・防空砲
明治～昭和沿岸砲台・防空砲
明治～昭和建築物跡・煉瓦排
明治～昭和沿岸砲台・防空砲
明治～大正塗塁跡

明治～昭和建築物跡
幕末～昭和
昭和 防空砲台跡
大正 石積擁壁裏込
昭和 軍事施設
明治～昭和沿岸砲台・防空砲
明治～昭和
昭和 軍事施設
明治～昭和演習砲台
大正～昭和沿岸砲台跡
大正～昭和
昭和 軍事施設
明治～大正塚・貝層
明治～昭和集落跡
明治～昭和集落跡
明治～昭和集落跡
明治～昭和集落跡
明治～大正御用邸跡
明治～大正土坑
昭和 防空壕
昭和 土坑

防空壕・震災復興層

擁壁裏込
施設
砲台・防空砲

他
軍事施設

下水道遺構
沿岸砲台・防空砲台跡
沿岸砲台・防空砲台跡
建築物跡・煉瓦排水路
沿岸砲台・防空砲台跡
塗塁跡

建築物跡

台跡 陶磁器・洋瓦・ガラス製品
普通煉瓦
測量器材の一部
普通煉瓦・ガラス製品

ワイン瓶・ランプ・鉄製品

陶磁器・ガラス製品・鉄製釣針他
陶磁器他
陶磁器他
陶磁器他
陶磁器他
陶磁器・襖の引手金具・和瓦他
陶磁器他
陶磁器・軟質陶器・メダル
陶磁器・ガラス製品
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約2,600㎡という広い面積が対象となり、小田原

城における最初の本格的な発掘調査となった（塚

田ほか1984)。ここでは、 16～19世紀の遺構・遺

物が多くの生活面と盛土層から確認され、以後の

本丸・二の丸発掘調査に多くの影響を与えた。

この翌年以降には､二の丸箪環(荏苦謡) (塚田
ご

ほか1985.1989.1997､大島1993～95)、二の丸御
うまだしもん

殿(大島1999)､羅職(大島2003)､馬出門(諏
てん

訪問2005）など、相次いで史跡整備に伴う発掘調

査が実施された｡そして､欝宵.中堀(住吉堀）
は近世の姿に復元され、現在は発掘調査を継続し

つつ馬出門・馬屋曲輪を復元中である。

(2)三の丸

近世三の丸は主として低地部に展開し、藩の家

老屋敷や役所などが置かれていたところである。
はこねぐちあと

ここでは、箱根口跡第Ⅱ地点（諏訪間1987、諏

訪間ほか1992) と善稜集筬綱第Ⅲ地点(戸田
ほか1995、小林2002）で城絵図に描かれてない

16世紀末～17世紀初頭の箱根ロ3号堀が検出さ

れた。 3号堀がロームブロックによる人為的な堆

積であったことから､慶長19年(1614)大久保繊
改易に伴う徳川家康・秀忠の小田原城破却で埋め

られた堀と推定された。歴史的事象を裏付ける考

古資料として注目される。

遺物では､藩校集成館跡第Ⅲ地点64号士坑とそ

の周辺から鍋島焼が出土した(第1図)。この製品

は、 18世紀前半の盛期鍋島に相当する色絵皿・染

付皿・青磁染付皿・青磁皿で、このほかに1750

年代を中心とした遺物が出土した。出土状況から

判断して1750～70年代に発生した災害によって

廃棄された遺物と推定される。

1．はじめに

近世を対象とした発掘調査は､昭和44年(1969）

の中川成夫･加藤晋平による「近世考古学の提唱」

（中川・加藤1969）以降、本格的に実施されるよ

うになった分野で、考古学としての歴史は比較的

新しい。神奈川では、 1970年代初めからようやく

小田原城を中心に行われるようになった。

さて、東国における近世の幕開けは、天正18

年(1590)の豊臣秀吉による小田原攻めによって

小田原北条氏が滅亡した以降とするのが通説であ

る。ここでは、この時期区分に従って神奈川にお

ける近世の考古学的成果について､この30年を振

り返ってみたいが、小田原北条氏に関連する16

世紀代の城郭についても若干触れてみたい。

2．小田原城関連遺跡

小田原城は、昭和13年（1938）に国指定史跡と

なり､その後三次にわたる追加指定を受けている。

現在は､本丸.二の丸の大部分と三の丸・瀞濤の
一部が国史跡指定地となっている。

小田原城関連遺跡の発掘調査は、昭和46年

（1971）に史跡整備を目的とした試掘調査（小田

原市教育委員会1972）が本丸・二の丸で実施され

た以降､現在までに大小200例以上行われた。

(1)本丸・二の丸

本丸.二の丸は､二の丸弄財癸嫡の発掘調査
（金子1980a)など一部を除けば、その多くが史

跡整備に伴う発掘調査である。

昭和46年（1971）最初の試掘調査が実施された

以降は、散発的な発掘調査が続いたが、昭和57

年(1982)に実施された縦菜曲輪の試掘調査は
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鍋島焼は、肥前鍋島藩が将軍家・大名家などへ

の献上・贈答品として精巧な磁器を藩直営で焼い

たもので､江戸以外では小田原からの出土も多い。

これは、幕府の重職を代々勤めた大久保氏が藩主

であったことと関係するのであろう。また、鍋島

藩から陶器などが贈られたとの記録もあり （神奈

川県立博物館1987)、考古資料が文献史料によっ

て裏付けられた事例として注目される。

小田原城以外の神奈川で出土した鍋島焼は、伊
かみかすや かみおざき

勢原市上粕屋・上尾崎遺跡での18世紀後半～19

世紀前半の後期鍋島1点が認められる（宍戸ほか

1999)。このような農村地帯への流通は､鍋島焼の

性格の変化を考える上で非常に重要である。

(3)三の丸堀
ひがしぼり

大手門に面した三の丸東堀第1地点の発掘調

査では、石垣を伴う三の丸堀が初めて確認された

（戸田ほか1994)。石垣は、松材の胴木二本の上

に切石の石垣が三段に積まれていた。このように

三の丸東堀は、 17世紀中葉の近世化工事によって

石垣が構築されていたことが明らかとなった。

また、三の丸東堀第Ⅱ地点では、近世化工事に

よって構築された切石石垣の下から玉石積みの石

垣が検出された（第2図） （戸田ほか1994、小林

ほか1995)。石垣は、河原石による野面積みで総

数九段積まれており、屈曲部には算木積みの技法

が採用されていた。出士遺物から16世紀末～17

世紀初頭に構築されたと推定される。この玉石石

垣については､現在最古の城絵図である「加藤図」

(1614～1631年頃）と年代や屈曲する形態が一致

することから、これまで記載内容の信懸性が問わ

れていた｢加藤図｣を再評価する資料ともなった。

なお､三の丸東堀以外では､三の丸欝爵第v～
Ⅶ地点においても同様な石垣が検出された（佐々

きたぼり もとくらぼり

木ほか2002.2005)。一方、三の丸北堀・元蔵堀で

は、現在石垣が確認されておらず、 16世紀以来の

障子堀の形態を呈する（小林2005・吉田2005)。

(4)総構

総構は、天正18年(1590)の豊臣秀吉による小

田原攻めに備えて小田原北条氏が構築したもので、

城内はもとより城下町をも堀と士塁によって取り

囲んだ周囲約9mもの大遺構である。

荏薑等茜第1地点の発掘調査では､堀幅16.5m、
深さ10.0mという大規模な障子堀が確認され､総

構の堀と土塁の全容が初めて明らかにされた（山

口2002、山口ほか2004)。障子堀は、小田原北条

氏が積極的に取り入れた築城法のひとつであるが、

秀吉に対抗した小田原北条氏の並々ならぬ姿勢が

本地点の堀と士塁から見て取れる。

(5)城下
かいまやしきあと

城下では、昭和51年（1976）調査の香沼屋敷跡

第1地点が最初であるが（金子ほか1977・金子

1980b)、転機となったのは昭和62年(1987)調
らんかんばしちょう

査の欄干橋町遺跡第Ⅲ地点である（諏訪間1988、

諏訪間ほか1993)。本遺跡は、東海道に面した城

下町・宿場町にあたり、調査地点は現在も存続す

る中世以来の有力商人の敷地である。ここでは、

検出された多くの遺構・遺物を検討した結果、 16

～18世紀の遺物が五時期に大きく変遷すること

が確認された。この基準資料の確立により、小田

原城における陶磁器編年の構築が可能となった。

欄干橋町遺跡第Ⅱ地点の西側に隣接する第Ⅳ地

点は、平成6年（1994）に発掘調査が実施され、

東海道に面した表側に屋敷、奥側にゴミ処理用の

士坑が構築された庭であったことが推定されてお

り、東海道沿いの城下の土地利用形態を考える上

での指針を示した（山口1996、山口ほか1998)｡

さらに、平成8年（1997）調査の欄干橋町遺跡

第V地点では､がﾗｽ製か善し． 二蕊､の破片が77
点も出土した（諏訪間ほか1997.1999)。出土し

た陶磁器の年代から18世紀末～19世紀中葉に廃

棄されたと推定された｡本地点は､天保3年(1832）

以降が竹本屋幸右衛門の旅籠で､鼓麓娑を置いて
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から継続して実施され、障子堀によって区画され

た曲輪などが検出された城郭部や、館跡などが検
ねごや

出された根小屋の状況が明らかにされており、現

在史跡整備が進行中である（石丸ほか1992a ･

1992b・1996、安藤1995.2004)。
つくい

相模原市津久井城跡は、甲斐武田氏の国境付近

の重要な場所に位置し、16世紀には内藤氏が城主

であった。豊臣秀吉による小田原攻めの際には、

徳川家康によって攻撃され､6月25日までには開

城したとされる。発掘調査は、公園整備を契機と

して平成6年（1994）から継続的に実施され、小

田原北条時代の16世紀から近世初頭の17世紀前

葉にかけて機能していたことが明らかとなった

（近藤ほか1999.2002.2003.2005a．2005b)。

このほか、 16世紀まで機能した城郭では、藤沢

市瀧城跡(寺田ほか1985)､松田町雛城跡(杉
あらい

山ほか1987､安藤文-1989)、三浦市新井城跡(武
さなだ

藤1993.1997)、平塚市真田城跡（若林1999、上

原ほか2000､河合ほか2003)､伊勢原市笂茜城跡
（香川1999、河合ほか2002）などが調査された。

大いに繁盛していたという。飯盛女とは、旅籠で

宿泊客の食膳接待をする仲居のほか、娼婦として

も働いていた｡多量に出土したガラス製箸･笄は、

年代的に飯盛女が置かれた時期とも重なることか

ら、彼女らが使用していたものと推定された。

津じ稽苛遺跡第Ⅱ地点は､平成5年(1993)に
発掘調査が実施された（青木ほか1994)。ここで

は、 17世紀中葉を境にこれより古い遺構の主軸が

東西一南北方向であるのに対し、17世紀中葉以降

の主軸は南北軸から少し西に振れて東海道や三の

丸南堀に直交するように変化していることが明ら

かにされた。このような屋敷割の変更理由として

は、近世化工事によって中宿町の屋敷割が東海道

を基準に変更された結果と推定された。

最後に､誌豐篇歸遺跡第Ⅲ地点は､平成,4年
（2002）に発掘調査が実施され、 17世紀前葉の東

海道と推定される道路硬化面が検出された（齋木

ほか2005)。道路は、幅5.6m以上を測り、厚さ

90cmの範囲に少なくとも六枚の砂利を硬く叩き

締めた層が確認された。また、道路北側には、幅

1.8m、深さ1.5mの玉石積水路が伴っていた。小

田原城下で検出された初の近世東海道である。 4．神奈川の近世遺跡

(1)宿場町
ひがしちょうにばん

厚木市東町二番遺跡は､近世に大山詣で賑わっ

た宿癸蒼茨径鑿沿いに発展した厚木宿に位置し、
調査地は近世の豪商の屋敷跡にあたる（平本1992、

平本ほか1995.1996)。ここでは､平成3年(1991）

に発掘調査が実施され、 16世紀の中世から近・現

代までの屋敷の変遷が明らかにされた。とくに、

近世に街道沿いの表側に店、奥側に士蔵が構築さ

れたことは、宿場町の土地利用を考える上で非常

に重要である。

(2)村落跡

綾瀬市獣葆遺跡は､昭和56~59年(1981~84）
に発掘調査が実施された（國平1983、國平ほか

1988)。ここでは、オモヤ・ナヤなどの掘立柱建物

3．小田原北条氏関連城郭

鎌倉市奎懲赫は､永正9年(1512)に伊勢鶏
（北条早雲）が築いた相模東部における重要拠点

であった。天正18年（1590）の豊臣秀吉による小

田原攻めでは､城主北条氏勝が4月21日に不戦開

城した。昭和62年（1987）の玉縄城中心部南東隅

における発掘調査では、堀・土塁のほか井戸・掘

立柱建物跡などの居住空間も確認された（大河内

1988、大河内ほか1994)。

山北町瀞艤蘇は､平成8年(1996)に神奈川
県指定史跡となっており、小田原北条時代には直

轄の城として甲斐武田氏に対する守りを薪溌と
ともに担っていた。発掘調査は、平成元年（1989）
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蔚貯遺跡の酒米を蒸すための大形竈との類似性
が指摘された（小長谷ほか1996)。また、相模原

市津久井城根小屋地区遺跡群でも長さ4．3m、幅

3.6mを測る大形竈が検出された（池田ほか2004)。

18世紀後半以降と推定される4号竈跡は、円形の

竈（燃焼室）に方形の焚口を伴う半地下式の形態

で、同じく伊丹郷町遺跡の大形竈と類似する（第

5図)。さらに、周辺から検出された特殊竪穴・井

戸・土蔵造り建物跡・礎石建物跡によって酒蔵を

構成していた可能性が指摘された。
しおおなわ

海老名市四大縄遺跡では、中．近世の水田跡が

発掘調査された(瀬田1996､齋木ほか1997.1998)。

水田跡は、第1～3．4A・4B面の総数五面が
だいけいはん

検出され、東西道路（大畦畔）によって形成され

た大区画の中に畦畔で区割された水田跡が細かく

分布し、第2面では田植時の横歩きした足跡と推

定される窪みも検出された。水田跡の時期は、第

1面が18世紀～大正末、第2面が17世紀、第3

面が中世後期～近世初頭と推定されている。

最後に､茅ヶ崎市拶雷.法詩遺跡では､驍羅さ
れた陶磁器が多量に出土した（冨永ほか1996,大

村ほか1997)。焼継とは、白玉と呼ばれるガラス

質の接着剤を熱で溶かし破損した陶磁器を修復す

る技法で、 18世紀末以降に普及した。焼継師が陶

磁器を預かって修復するため、焼継された陶磁器

の高台内には所有者の地名と人名が朱書きされて

いる（第6図)。このため、同一名の焼継資料が集

中して出土することが多いが、上ノ町・広町遺跡

では非常に多くの種類の地名と人名が確認された。

このことは、焼継師が預かって修復した陶磁器を

何らかの理由で作業場の周辺に廃棄したと推定さ

れる。商売の活動範囲など焼継師の実像にせまる

上で貴重な資料である。

(5)墓地

墓地の発掘調査は､横須賀市蹴薄雛誇笑簔
墓がある（中三川2001、中三川ほか2005)。知行

跡群と段切りを基本として、井戸・士坑・竪穴状

遺構・柱穴などのいずれかの遺構が伴う9箇所の

遺構群が検出された(第3図)。この遺構群は屋敷

跡と推定されており、17世紀後半～19世紀前半の

村落の変遷が明らかにされた。この成果は、その

後の村落跡の発掘調査に大きな指針を与えた。

その後､清川村群議蓋辮詑潭(NOb9)遺跡
おもて やしき

（市川ほか1993） ・表の屋敷遺跡（近野ほか
いけど

1993.1997）や、逗子市池子遺跡群叱7地点（山

本ほか1997)などからも近世村落が検出された。

(3)寺院跡

清川村宮ケ瀬遺跡群北原(NOb9)遺跡内篁繕跿
では、四面の遺構面からなる近世の寺院跡が検出

された（市川ほか1991.1993)。ここでは、第1

面から検出された遺構を基にして18世紀後半～

19世紀の務縫鑓薑復元が試みられた｡また､第2

面直下からは､ '舞篭鶏警遺構が検出された(第
4図)。 18世紀前半の陶磁器が出土したことから、

『新編相模風土記稿』にある元文5年（1740）銘

の梵鐘をこの地で鋳造した可能性が高いという。

近世に属する梵鐘鋳造遺構の検出は、全国的にも

非常に珍しい。

(4)生産遺跡

まず、炭を生産するための炭焼窯は、清川村宮

ケ瀬遺跡群のナラサス北遺跡（上田ほか1991）で

36基、北原(NO.9)遺跡（市川ほか1993)で15

基がそれぞれ検出された。いずれも、斜面地をト

ンネル状に掘った横穴式土窯の形態である｡炭は、

重要な燃料として庶民の生活必需品であったが、

これだけの数の炭焼窯が存在したことは炭を商品

として流通させていたことを窺わせよう。

次に､酒造関連遺構と推定される篭跡は､清川

村宮ケ瀬遺跡群篤塲(Nu6)遺跡で検出された(鈴
木ほか1995)。18世紀後半～19世紀代の竈跡と考

えられる50号士坑は、長さ2.8m、幅1.8mを測
いたみ

り、近世に酒造が盛んであった兵庫県伊丹市伊丹
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2,000石の旗本であった向井将監正方は延宝2年

(1674)没、その妻は寛文10年(1670)没という

埋葬人物と没年が特定できる貴重な事例である。

夫妻の墓は、輝石安山岩製の墓標の下に甕棺を木

榔内に納めた栄鐵髪籍篁であり、 この形態の出現
期を示す資料として重要である｡副葬品としては、

正方墓で日本刀・煙管、正方室墓で漆椀･磁器碗・

寛永通宝7枚からなる六道銭などが注目される。

また、逗子市池子遺跡群第7地点北側調査区で

は、中世～近代の墓地が発掘調査された（山本ほ

か1997)｡ 15世紀代の墓坑1基のほかは、 17世紀

後半～近代の墓坑51基が検出された。このうち、

近世墓については、方形と長方形を呈する平面形

は新しい時期ほど方形優位から長方形優位に変化、

18世紀後半以降は墓坑が大形化､木棺は遅くとも

19世紀代に使用、火葬は18～19世紀代に行われ

た可能性、などが指摘された。
ひがしかいと

秦野市東開戸遺跡では、積石塚が発掘調査され

た（安藤1992)。この積石塚は、直径約7m、幅

約1m，深さ60cmを測る周溝が円形に巡り、その

内部に高さ約1.6mの積石がなされ、積石下部の

中央付近には小片化した焼人骨が検出された。宝

永4年（1707）の富士山噴火に伴う宝永スコリア

が周溝内に堆積していたことから、宝永4年

(1707)以前の構築であることが判明した。

(6)街道

街道の発掘調査としては､箱根町霜猿宿稽蓋で
昭和55．63年（1980.1988）に試掘調査が実施さ

れた（伊藤1984.1990、伊藤ほか1987)。このう

ち昭和63年（1988）の試掘調査では、国指定史跡

を含む15箇所のトレンチのうち12箇所から石畳

が検出され、石畳が思いのほか遺存していること

が明らかとなった。

このほか、小田原城下筋違橋町遺跡第Ⅲ地点で

17世紀前葉の旧東海道の道路硬化面が検出され

たことは、すでに紹介した（齋木ほか2005)。

また、旧東海道には、慶長9年（1604）に江戸

日本橋を起点とした一里塚が整備されたが、箱根

町箱根旧街道錨稽些篁蒙では平成10年(1998)に
発掘調査が実施された(伊藤ほか1999､伊藤1999)。

その結果、二基の一里塚は、直径約30尺(9m)

の塚の下部周囲に石を円形に積み、その内部に礫

を充填した上で塚全体に盛土していたことが判明

した。このように、一里塚の構造を明らかにし得

た貴重な発掘調査となった。

5．現状と今後の課題

以上のように、神奈川における近世の考古学的

成果について、この30年を振り返ってみた｡最後

に、近世遺跡が直面している現状と今後の課題を

検討し、おわりとしたい。

神奈川における近世遺跡の発掘調査は、 1980年

代後半から急速に進展を遂げた。それは、清川村

宮ヶ瀬遺跡群や逗子市池子遺跡群に代表されるよ

うな大規模開発に伴う発掘調査によって、村落

跡・寺院跡・生産遺跡・墓地などといった様々な

性格の資料が蓄積されたためである。

しかし、平成10年（1998）に文化庁が提言した

発掘調査対象としての時代は、おおむね中世まで

は対象とし、近世遺跡は地域において必要なもの

を対象とすることができると規定された。これを

受けて、平成11年（1999）神奈川県でもほぼ同様

な取扱基準が示された｡これにより､近世遺跡は、

必ずしも発掘調査する必要がなくなったことにな

り、近世遺跡の将来は決して良好とはいえない。

このような現状を打破するためには、近世遺跡

を地域に欠かせない歴史的資料となるよう、地域

史への位置付けをより一層進めることが要求され

ている。これには、考古学的手法だけでなく、文

献・地籍図などの史料も加えて近世遺跡を総合的

に検討する方法が今後さらに求められよう。近世

遺跡は、今重要な転機を迎えているといえよう。
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1 ．はじめに

この30年間（1977～2006：昭和52年～平成18

年）における神奈川県下での中世の遺跡調査及び

考古学研究には非常に大きな発展があり、中世の

遺跡や遺物が私たちに与えてくれた情報がその歴

史像そのものを大きく塗り替えたと言っても過言

ではない。

ここではこの30年間に神奈川県遺跡調査･研究

発表会において取り上げられた中世の遺跡を再度、

通観するとともに、この間の中世考古学の研究動

向についても概観してみたい。

辺遺跡群（鎌倉市：第18回／平成6年)、北条小

町邸跡（鎌倉市：第20回／平成8年)、若宮大路

周辺遺跡群（鎌倉市：第22回／平成10年)、宇津

宮辻子幕府跡(鎌倉市:第22回／平成10年)、 北

条小町邸跡（鎌倉市：第24回／平成12年）

（2）城館跡・居館跡

新作小高台遺跡(川崎市:第4回･昭和55年)、

宮久保遺跡（綾瀬市：第8回／昭和59年)、今小

路西遺跡（鎌倉市：第10回／昭和61年)、玉縄城

跡（鎌倉市：第12回／昭和63年)、河村城跡（山

北町：第16．28回・平成3．16年)、河村城跡関

連遺跡（山北町：第19回／平成7年)、東田原中

丸遺跡（秦野市：第25回／平成13年)、津久井城

跡（津久井町：第26．29回・平成14．17年）

（3）集落遺跡

西久保上ノ町遺跡（茅ケ崎市：第8回／昭和59

年）

（4）寺院跡・神社跡

極楽寺旧境内遺跡（第4回／昭和55年)、裏八

幡西谷遺跡（鎌倉市：第6回／昭和57年)、山王

堂遺跡（鎌倉市：第11回／昭和62年)、金沢文庫

遺跡（横浜市：第12回／昭和62年)、史跡永福寺

跡（鎌倉市：第13．19回／昭和63．平成7年)、

史跡東勝寺跡（鎌倉市：第22回／平成10年)、大

芝遺跡（箱根町：第24回・平成12年)、鎌倉大仏

周辺遺跡（鎌倉市：第25回／平成13年)、史跡建

長寺境内（鎌倉市：第25回／平成13年)、史跡称

名寺境内旧伽藍跡(横浜市:第26回／平成14年)、

無量寺跡（鎌倉市：第27回／平成15年)、五合桝

遺跡・仏法寺跡（鎌倉市：第27回／平成15年)、

2．遺跡調査・研究発表会で取り上げられた調査

過去29回の遺跡調査・研究発表会で取り上げ

られた中世の遺跡は48件(うち鎌倉市内の中世遺

跡は30件）で、これは全発表（報告）遺跡353

件の13.6%(8.4%)にあたる。

鎌倉は中世前期（鎌倉時代）に日本の政権所在

地であったことから、神奈川県内のみならず全国

でも屈指の中世遺跡が調査されている地域である。

以下、遺跡の種類（性格）ごとに主要な遺跡を瞥

見してみることとしたい。

（1）都市遺跡

南御門遺跡（鎌倉市：第5回／昭和56年)、千

葉地遺跡（鎌倉市：第6回／昭和57年)、蔵屋敷

遺跡（鎌倉市：第7回／昭和58年)、長谷小路南

遺跡（鎌倉市：第10回／昭和61年)、下馬周辺遺

跡（鎌倉市：第14回／平成元年)、今小路西遺跡

（鎌倉市：第16回／平成3年)、大倉幕府周辺遺

跡群（鎌倉市：第16回／平成3年)、若宮大路周
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北条義時法華堂跡(鎌倉市:第29回／平成17年）

（5）墓地遺跡等

上行寺東やぐら群（横浜市：第9回／昭和60

年)、由比ヶ浜中世集団墓地遺跡(鎌倉市:第11．

15回・昭和62・平成2年)、上台の山遺跡（横浜

市：第12回・昭和63年)、元箱根石仏群（箱根

町：第15回／平成2年)、由比ガ浜南遺跡（鎌倉

市：第21回／平成9年）

（6）その他

史跡旧相模川橋脚（茅ケ崎市：第26回・平成

14年）

以上に列記した調査がこの30年間に実施され

た中世遺跡の調査である。 1980年代に入り、全

国的にも中世の遺跡が発掘調査の対象と認知さ

れ､確実に市民権をえたと言えよう。ただ単に調

査の対象になっただけではなく､顕著な調査成果

が注目され､大きな遺跡の保存運動にまで発展し

た事例として上行寺東やぐら群（横浜市)、今小

路西遺跡(鎌倉市）はまだ記憶に新しいところで

ある。

－」が、また平成17年度には「神奈川の城館跡」

がそれぞれ開催され、タイムリーに研究の到達点

が示されている。

土器、陶磁器に関する研究としては、神奈川考

古同人会が1986(昭和61)年に古代末期～中世に

おける在地系土器の諸問題をテーマにシンポジウ

ムを開催している。全国的にみても当該期を対象

とした土器編年を扱ったシンポジウムは、当時、

画期的なものであり多くの参加者のあったことを

記憶している。食器について取り上げた服部実喜

氏による一連の研究は、南武蔵及び相模を地域的

な範囲として中世全般を通じた士器・陶磁器の年

代観と機種構成を明らかにしている。

神奈川県立埋蔵文化財センターとかながわ考古

財団のプロジェクト研究では、神奈川県下の中世

遺構、かわらけ、やぐらの集成がそれぞれ行われ

ている。調査件数の増加に裏付けられてなされた

基礎的な集成作業として評価できよう。

4．おわりに

これまでの神奈川県遺跡調査・研究発表会で取

り上げられた中世遺跡の調査を振り返って、30年

間の調査・研究をごく簡単ではあるが検証してみ

た。これらは中世遺跡に対する調査・研究のごく

一部でしかなく、ここに紹介しきれなかった多く

の成果が数多くあることは言うまでもない。

鎌倉市内に突出して多かった中世遺跡の調査も

県内に広くみられるようになり、各地域の歴史を

考える上で重要な成果を提示している調査も少な

くない。 さらなる調査・研究の発展が望まれると

ころである

3． 中世考古学の研究動向

この30年間で中世遺跡の発掘調査事例が増加

したことによって、中世考古学の研究も確実に進

展をみた。

一例として、神奈川県考古学会の会誌『考古論

叢神奈河』において中世を対象とした研究がどれ

くらい発表されたかを見てみると､既刊14冊の会

誌に掲載された全77本の論文等のなかで9本

（11.7％）にすぎない。この数字だけを見るとま

だまだ研究は低調であるとみられかねないが、県

内だけに限っても各研究団体が発行する学術雑誌

にはかなりの数の中世を扱った研究論文が掲載さ

れている。

神奈川県考古学会が主催した考古学講座では平

成13年度に｢かながわの中世一鎌倉から小田原へ
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トが一定のまとまりをもち重複するなど、遺構・

遺物の密度の高さから、国府関連の「マチ型」の

集落の可能性が強いと、初めて考古学成果に基づ

き相模国府に言及した。今日言われている国府域

に当たる。1985年の第9回ではそれまでの調査成

果をまとめる形で『平塚市四之宮.鬘圭地区にお
ける最近の考古学成果と墨書土器』と題した発表

が行われた。これ以降当該地域の調査報告書が毎

年刊行され、国府所在地を予感させる遺物が着実
じゆうななのいき

に増加していった。例えば、十七ノ域遺跡の鳥形
はやし

硯、林B遺跡の多量の緑釉陶器､神明久保遺跡の

蝉の意匠をもつ鍍金（銀）の施された銅製の錠前

牡金具､稲荷前A遺跡の｢国厨｣の墨書土器､癸舞誘
いなりまえ

さんのう

遺跡の「郡厨」の墨書土器（第1図2)、山王A遺

跡の佳疲違製の註(1993年第17回報告） といっ
た特異な遺物が次々と発見され、国府の存在を年

毎に強く印象づけていった。

一方で、 1995年の第19回、2001年の第25回で

は繧芝茜遺跡で､両側に側溝をもつ道路幅9.7m
の古東海道が発見されたことが報告された。その

さんのう ひがしなかはら

後も山王B遺跡、山王A遺跡、東中原E遺跡でそ

の延長が確認された。また、 2004年の第28回で
れんぼうしき

は官衙で検出されることの多い連房式鍛冶工房が
ろくのいき

六ノ域遺跡で発見されたことが報告された。同様

の遺構は1995年に粥清遺跡でも確認されてお
り、遺構面でも状況的証拠が少しずつ積み上げら

れ、研究者の認識は次第に予感から確信へと変わ

り、大住国府への期待は益々高まった。

そして2005年の第29回において坪ノ内遺跡で

庇をもつ桁行9間以上×梁行3問の長大な南北棟

の掘立柱建物（第1図1）が発見されたとの報告

1 ．はじめに

1977年の第1回から今回までの30年間に、こ

の発表会で発表された古代遺跡は、 130遺跡余り

に上る。この中で発表のメイン、準メインとして

取り上げられた古代遺跡は90弱に達する｡これら

を大別すると､説(関連)遺跡,2件､国分僧尼
ぐんが

寺（関連遺跡） 6件、郡衙（関連）遺跡13件、集

落遺跡（郡衙とも一般集落ともいえないものも含

む）54件、その他窯跡1件となっており、集落遺

跡が6割強を占める。

それでは､この30年間に積み重ねられてきた発

掘調査と研究の成果、それに伴い生じた新たな課

題について述べる。

2．国府（関連）遺跡

国府研究は、 1970年代までは文献史学、歴史地
よるぎ

理学がリー声し､管達国府､芙荏国府､余綾国府、
あしがら

足柄国府などの所在地説に、幾通りもの変遷案が

絡み複雑な状況を呈していたが、1980年代から調

査成果を拠り所に、考古学が研究を牽引し、前期

国府については大住国府、その所在地も平塚市内

の四之宮付近に収數し、合わせて史料記載の余綾

国府への移転という二遷説に落ち着いてきている。

」980年の第2回に平塚市糊)噸遺跡の調査

と､砂丘上の澤嫡遺跡ほかの確認調査報告が、
すわまえ

1980年の第4回に諏訪前遺跡の調査報告がされ

た。この時点ではまだ集落遺跡として捉えられて

いたようだ｡翌1981年の第5回において、平塚市

膿誉澗･堂燕(第3図1 (以下『第3図』を省
略) )の調査報告で､i蔦氏が灰釉陶器.緑釉陶器
の継続的搬入、石製・青銅製腰帯具の複数出土、

さらに竪穴建物、掘立柱建物、士坑、井戸、ピッ
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がなされた。 この建物は郡衙政庁を構成する建物

と比較しても格段に大きいもので、国庁を構成す

る建物にふさわしいものである。また、柱穴から

の出土土器には8世紀前半代のものを含んでおり、

初期相模国府政庁の一部である可能性が高い。

3．国分僧尼寺（関連遺跡）

大正10年に国の史跡に指定された海老名市相

模国分寺跡(2)は、1966年に初の本格調査が実施

され、主要伽藍建物がほぼ明らかにされたが、調

査報告書はいまだ刊行されず、その後の国分寺研

究に与えた影響は大きかった。 20年後の1986年

から両寺周辺の開発事業に伴う緊急調査、或いは

範囲確認調査、史跡整備のための学術調査が重ね

られた。 1990年の第14回で尼寺跡(3)の金堂の

調査報告がなされた。基壇上の金堂は四面庇付の

桁行5間×梁行4間の礎石建物が、史料記載に合

うように9世紀後半に掘立柱建物に代わったこと

が報告された。1992年の第16回から1997年の第

21回までに4回の僧寺・尼寺の報告があった。尼

寺の調査では回廊、築地、経蔵が確認され、伽藍

中軸線上に中門・金堂・講堂が並び、金堂と講堂

の間の東西に鐘楼・経蔵が配される国分寺式に類

似した伽藍配置と発表された。尼寺北方での調査

では、掘立柱建物と共に、 「法華寺」の墨書土器が

出土し、尼寺との関連が指摘された。僧寺の調査

では僧坊は推定約125mの長大な建物で、西寄り

の8坊は、各1坊の規模が桁行3問（11尺）×梁

行2間（10尺）であることが判明した。塔跡の調

査では塔心礎は長径2.5m、短径2m程の規模で、

塔は1ないし2回の修理が行なわれていたと報告

された。 2005年の第29回では、僧寺の鐘楼跡と

寺院地北辺部の調査が報告された。北辺部の調査

で推定桁行7問×梁行3間の長大な東西棟の側柱

建物（第1図4）が発見された。柱掘り方も一辺

2.5～3.0mの方形で類をみない大型のものであっ

た。この建物については政所院や太衆院の可能性

が指摘された。

4．郡衙（関連）遺跡

1980年の第4回において県内初の郡（評）衙の
つづき

報告がなされた｡それは武蔵国都筑郡(評)衙（4）

の一部で、総柱式の掘立柱建物や基壇建物を主体

とする正倉に相当するものであった。ただ当時は

まだ郡衙の調査事例も少なかったため、発見遺構

を郡(評）衙と判断できなかったようだが、その

異様さから集落遺跡でないとの認識の元、調査は

遂行された。翌年にはその全容が発表された。東

側の企画的配置の長大な掘立柱建物群、西側の総

柱建物を主体とする倉庫群から、官衙跡と判断さ

れた。当然郡衙が念頭にあったものと思われる。

】986年の第10回では県下で2例目となる蕊蒼
郡衙(5)が報告され、政庁と正倉の存在が明らか

になった。 1992年の第16回では、正倉がさらに

東側にも展開することが明らかになった。
ちとせ

1997年の21回では、高津区千年の台地上で東

西方向に並ぶ4棟の3間×3間の総柱建物が報告

された｡建物規模､計画的配置から糯祷郡衙正倉
(同6）と判断され、付近に展開するであろう郡

庁・館・厨家の諸施設の確認が課題となり、その

後確認調査が重ねられた｡2000年の第24回､2005

年の第29回でその後の成果(第2図1）が発表さ

れた。ただ目的の一つであった郡庁の発見には至

らなかったが､正倉の建物群の発見例が蓄積され、

構造、変遷の大要が明らかにされた。

一方、高座郡衙(7)での調査は上記郡衙とは異
しもてらお

なる歩みをみせ、郡衙周辺寺院である下寺尾廃寺

や周辺の調査が先行した。下寺尾廃寺では伽藍確

認のための確認調査が断続的に行なわれ、伽藍を

区画するとされる柱穴列・溝は確認されたが、主

要伽藍の確認にはたどりついていない。周辺調査
きた

のうち下寺尾廃寺南側の北遺跡B地点の成果が

2000年の第24回で報告された。旧河道から多量

の木製品、墨（刻）書土器、漆紙文書、木簡、人
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居住ブロックの意味するところは、未だ明らかに

なっていない。

片や集落遺跡と大きく括られているものの中に

は、郡衙とも一般集落とも趣を異にする遺構・遺

物が確認された遺跡がある。

海老名市采蕊遺跡(10)の最初の報告が1977年
の第1回にあった。灰釉陶器、緑釉陶器、墨書土

器、それに雛・刀子・鎌・穂摘み具・斧・紡錘車

など60点に及ぶ鉄製品､鞘金具･皇朝十二銭とい

った青銅製品の出土に発表者は注目した。その後

の調査においても検出遺構・遺物は多彩で、 1978

年の第2回には灰釉陶器､緑釉陶器､鉄製品(鎌・

雛など)、青銅製・石製の腰帯具等の出士、 1981

年の第5回でも青銅製･石製の腰帯具､灰釉陶器、

緑釉陶器､多数の墨書土器の出土、1986年の第10

回では7世紀後半とされる桁行9間以上×梁行2

問の布掘で長大な南北棟の側柱建物が報告された。

さらに1988年の第12回においては、調査区の一

画で桁行5間×梁行3間、桁行3間×梁行3間、

桁行9間の大型の掘立柱建物、それに一辺8mに

も達する竪穴建物など複数の大型竪穴建物の発見

（第1図3）が報告された。加えて、穂摘み具・

鋤・鉋・錠前・鍋脚・鍼･刀子・車軸頭形鉄製品、

灰釉陶器、緑釉陶器等が出土した。またこの時点

までに墨書土器の出土総数は550点に達していた。

ますます通常の集落とは隔絶した様相を呈してき

た｡発表者は1986年報告の掘立柱建物については、

官衙の脇殿に相当する建物、また、 1988年報告の

大型建物群については、本郷遺跡の中心的一画を

担い、それは単に本郷遺跡にとどまらず周辺地域

においてもきわだった存在であると、その特異性

を指摘した。筆者は、前者を高倉評の評衙、後者
みぶ

を高座郡の郡司である壬生氏の居宅と推定してい

る。

］980年の第4回に報告された横浜市策薪蒐遺
跡(11)は、北の主屋を中心に南に開く 「．」字形

面墨書土器、円面硯、浄瓶など多彩な遺物が出土

し、下寺尾廃寺に関連した水辺の祭祀と推定され

た。こうした郡衙周辺域での調査成果が上がる中

で、 2003年の第27回に高座郡衙の発見が報告さ

れ、初期の郡庁、正倉、館、雑舎が確認（第1図

5） された。

5．集落遣跡

1970年代まで東国の古代集落は竪穴建物によ

り構成されているというのが通説であった。 とこ
とびお

るが1970年代前半に調査された厚木市鳶尾遺跡、
かみはまだ

海老名市上浜田遺跡などの集落遺跡において竪穴

建物とともに掘立柱建物がごく普通に検出されだ

した。そして、 1979年の第3回に報告された平塚
むかいはら

市向原遺跡(8)の発掘調査で､竪穴建物187棟と

共に掘立柱建物が161棟確認されたことにより、

東国とりわけ神奈川においては、掘立柱建物も集

落を構成する主要な建物であることを確実にした。

また、掘立柱建物の中に大型のものが少数ながら

存在することが明らかになり、合わせて小型化す

る竪穴建物の中に存在する大型の竪穴建物も注目

されることになった。加えて、大型の竪穴建物と

掘立柱建物でもって建物群が構成される傾向にあ

ることを知らしめた遺跡でもある。

】986年の第10回で報告された秦野市葦茜遺跡
（9）の集落構造は他に例を見ないもので､幅10m

前後の東西南北に伸びる空白帯（区画施設）によ

り複数の居住ブロックが設定されていた。この居

住ブロックは、一辺一町（約109m)の規模で、

方形を呈する｡さらに居住ブロックを観察すると、

その内部は概ね大小2段階の屋敷地が存在する。

そして大型の竪穴建物と掘立柱建物からなる建物

群は､一辺約50nl四方の大きな屋敷地に占地する

（第2図4)。

草山遺跡で観察された一辺一町規模で居住ブロ

ックをなす例は､相模原市蹴最苗涼遺跡、同

蹴瀧獅遺跡､大和市台山遺跡などにみられる。
だいやま
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配置の大型建物群（第2図3）で、 「一般的な集落

とは異なった屋敷的構造を示す」 とされた。同時

に報告された横浜市韓憶笂雷遺跡(12)の建物群
は、一辺約50mの方形区画の溝の内部に、 「．」

字形を呈する特異な大型の掘立柱建物(第2図2）

を中心とするもので、発表者は「官衙や寺院とい

うよりむしろ館吐とよんだ方がふさわしい」 とコ

メントした。1984年の第8回に報告された綾瀬市

壱茨葆遺跡(13)は､木簡を出土したことで一躍有
名になった遺跡で、木簡記載内容の分析等から国

衙関連遺跡、郡衙関連遺跡、官衙関連遺跡、ある

いは国衙周辺の行政村落といった性格が取りざた

された。遺跡の構造、建物規模に特段の特徴は見

いだしがたいが、鎌倉郡からの稲に付されていた

木簡、玉砂利敷きの木枠組井戸、河川階段施設、

護岸施設に着目するなら、河川交通に関わる遺跡

の可能性も検討の俎上に上げられよう。1985年の
やまぐちだい

第9回に報告された川崎市山口台遺跡群if塔遺
跡(14)では､建物に大型の掘立柱建物は少ないが、

南に開く 「．」字形配置の建物群が検出された。

1986年の第10回で報告された藤沢市蕾謹獅遺
跡(15)は県内有数の遺跡の一つである。ここから

は集落遺跡では稀な2点の人面墨書土器をはじめ、

多数の墨書土器、腰帯具などが出土し注目を集め

た。その後のシンポジウムで郷家、郡衙の出先機

関､大庭郷の中枢集落､郡司が居住していた集落、

といった考えが出された。 1993年の第17回に報

告された横須賀市示溌遺跡(16)は､古墳時代末
～奈良時代前葉の大型のものはないが掘立柱建物

が主体の遺跡である。地理的環境、立地、歴史背

景から、古東海道の東京湾渡海の海上交通施設が

想定された。 2002年の第26回に報告された逗子
えんめいじ

市延命寺遺跡(17)では桁行7間×梁行2問の側柱

式や3間×3問の総柱式の掘立柱建物が検出され

た。発表者は竪穴建物がないこと、出土土器に煮

炊き用の土師器甕が少ないことから、富豪層の居

宅というより官衙の可能性が高いとした。

6． まとめ

1981年の四之宮下郷・上郷の報告から25年、

初期国衙政庁脇殿と思われる建物の一部が確認さ

れ、相模国府研究はようやく大きな成果を手にし

た。これにより、①大住国府は国衙を中心にどの

ような構造体をなしていたのか。これまでに蓄積

された発掘調査成果を元に議論することは十分可

能だろう。②脇殿相当の建物が確認されたことに

より、国庁の構造解明への期待が高まったが、こ

れについては今後の発掘調査を待つことになろう。

③かねてより問われていた国分寺との距離的隔た

りについての説明が求められよう。国衙造営地の

決定は､中央政府の政治的判断､交通･流通政策、

在地勢力の政治・経済的理由、存立基盤など、総

合的判断の元、決定されたことと思われる。国府

が国分寺のある相模川東岸の海老名市ではなく、

西岸の平塚市に造営されたのは、合わせて交通・

流通上国内最大の相模川の存在(気候状況により、

時に交通・流通を遮断する存在）も考慮されたこ

とも考えられる。④大住国府から余綾国府への移

転の理由などが、今後の課題であろう。

国分僧尼寺については、主要堂塔を明らかにす

ることに関心が向けられていたが､「日本の国分寺

制度を評価するにあたり、華々しい堂塔の規模や

伽藍配置も重要ではあるが、国分寺の機能を支え

る運営面での実態がどこまで整備されていたのか

を冷静に評価することは、 さらに重要であると考

える」 との須田氏の提言が全てを語っていよう。

また､相模国分寺の推定復元図をよく目にするが、

いずれも全面瓦葺きに描かれている。しかし、こ

れまでの調査では、瓦の出土量は少なく、全面瓦

葺きには疑問が発せられている。相模国分寺像を

語る上で､全面瓦葺きか否かは大きな問題である。

郡衙については、個別的には都筑郡衙について

は、何を置いても早期の調査報告書の刊行を望み
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ることができ、重要である。これについてはいろ

んな選択肢を用意した上で、歴史背景、 自然・人

文立地、建物構造の分析でもって、地道に検討を

重ねることが肝要である。

そのほか、祭祀、墓、生産跡、生業、食料など

への関心を払うことも、集落研究上欠かせないも

のである。

たい。橘樹郡衙については政庁の確認を、鎌倉郡

衙については周辺寺院の確認、高座郡衙について

は、周辺寺院の下寺尾廃寺の主要伽藍の確認と構

造解明、西方A遺跡以後の郡庁の行方、などが課

題である。総体的には、初期、前期郡庁の構造は

判明しているが、その後の郡庁の構造はどうなの

か。また、郡衙は政務・儀式・饗宴のほか、多機

能に及ぶことが指摘されているが、具体的にどの

ような機能を担っていたのか。また、郡衙の運営

を支えた郡衙集落とも呼ばれるものの実態は。こ

れらに関してはほとんど議論がなされていない。

集落については、ここで取り上げたものだけを

比較しても、どれ一つとして同じ集落がないこと

は明らかである。①立地面でみると広い水稲耕作

域を控えた台地上の集落、水稲耕作域を広く確保

できない、例えば相模野台地上の集落、山間部の

集落、海岸部の集落とさまざまである。拠って立

つ基盤がそれぞれ異なっていることは明らかで、

その視点からの議論も望まれる。②また、集落の

建物構成･規模をみても､それぞれ異なっている。

これは、集落構成員の階層の違い、あるいは在地

への権力の関わりの度合いの違いを反映している

ことが考えられる。③それから集落研究上避けて

通れない最も基本的なこととして、最小の建物

（群)に何人が生活していたかという問いである。

これには竪穴建物、掘立柱建物の機能の解明とい

う厄介な問題が立ちはだかっている。竪穴建物と

掘立柱建物で構成される建物群のそれぞれの建物

の機能をどう特定するか。竪穴建物については、

竈屋とする考え、あるいは床面に炉を有する竪穴

建物の場合は、鍛冶工房あるいは養蚕・絹生産工

房の想定も可能である。一方、掘立柱建物の場合

は、規模・形態から居住用、納屋、倉庫、 さらに

は仏堂の可能性など様々な機能が想定できる。④

郡衙でも一般集落でもない遺跡の性格の究明も、

在地と支配機構との複雑な社会関係を明らかにす

★主要遺跡の発掘調査報告書一覧

神田・大野遺跡発掘調査団 1984『四之宮下郷』

平塚市2003『平塚市史11下別編考古(2)』

平塚市遺跡調査会2000「構之内遺跡発掘調査報告書』

鎌倉市教育委員会1990『今小路西遺跡（御成小学校

内）発掘調査報告書』

財団法人かながわ考古学財団2003『下寺尾西方A遺

跡』

香川・下寺尾遺跡群発掘調査団2005『香川・下寺尾

遺跡群北B地区・下寺尾廃寺地区・篠谷地区発

掘調査報告書』

茅ケ崎市教育委員会2004『下寺尾七堂伽藍跡確認調

査概報』

川崎市教育委員会2005『千年伊勢山台遺跡』

神奈川県教育委員会1982.83『向原遺跡』

神奈川県立埋蔵文化財センター1988･89･90『草山遺

跡I･n･Ⅲ』

日本窯業史研究所1987『山口台遺跡群』

神奈川県立埋蔵文化財センター1986『東耕地遺跡』

横浜市埋蔵文化財センター 1990 「神隠丸山遺跡（ル

1．2)」『全遺跡調査概要』

神奈川県立埋蔵文化財センター1990『宮久保遺跡Ⅲ』

藤沢市文書館1991 「南鍛冶山遺跡を考えるシンポジ

ウム記録」『藤沢市史研究』第24号

横須賀市教育委員会1994『小荷谷遺跡』

本郷遺跡調査団 1989.91『海老名本郷（Ⅶ） ． （Ⅷ)』

延命寺遺跡（逗子市NUllO遺跡）発掘調査団2003『延

命寺遺跡（逗子市此110遺跡）発掘調査報告書』
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ひがしこうち

11．横浜市東耕地遺跡
かみかくしまるやま

12．横浜市神隠丸山遺跡
みやくぼ

13．綾瀬市宮久保遺跡
やまぐちだい うえんだい

14．川崎市山口台遺跡群上台遺跡
みなみかじゃま

15．藤沢市南鍛冶山遺跡
こにやと

16．横須賀市小荷谷遺跡
えんめいじ

17．逗子市延命寺遺跡

しのみやしもごう かみごう

1．平塚市四之宮下郷・上郷

2．海老名市相模国分寺跡

3．尼寺跡

つづき

4．武蔵国都筑郡（評）衙
かまくら

5．鎌倉郡衙
たちばな

6．橘樹郡衙正倉

7．高座郡衙

むかいはら

8．平塚市向原遺跡
くさやま

9．秦野市草山遺跡
ぼんごう

10．海老名市本郷遺跡
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秋葉山古墳群は1920年(大正9）の中山毎吉氏

の学術調査を噴矢として、 10回の測量・発掘調査

が行われています。本会で発表されたのは2001

年（平成13）の第25回です。海老名市で1997年

（平成9）～2000年（平成12）にかけて秋葉山古

墳群の保存整備に向けての確認調査が行われ、そ

の成果の一部が翌年の学会で概要として報告され

ています｡その年代観について1号墳は4世紀代、

2号墳は4世紀初頭、 3号墳は3世紀後半と報告

されました。

その翌年の2002年（平成14）には『秋葉山古

墳群第1 ．2．3号墳発掘調査報告書』が刊行さ

れました。 1号墳は4世紀前半～中葉、 2号墳は

3世紀末～4世紀初頭、 3号墳は前方後円墳で3

世紀後半の年代が呈示されました。この年代は墳

形の形状や出士土器から導かれています。その年

代観から、 3号墳は神奈川県最古の古墳として位

置づけされています。特に、 3号墳は「定型化し

た古墳出現以前の墳墓」と位置づけし、また秋葉

山古墳群は「東海以東では千葉県の神戸3．4号

墳と併行する前方後円墳を呈する最古級の墳墓の

一群である」と評価しています。さらに、 「箸墓古

墳を最古の古墳と位置づけ、定点とする考えに立

てば、秋葉山古墳群の築造開始は弥生時代終末期

に遡るものであり、弥生時代終末期から古墳時代

に首長系譜が継続する全国的にも稀有な事例」 と

1 ．はじめに

今年は遺跡調査･研究発表会が30回を迎えると

いう大きな節目の年になりました。発足した当時

は高度経済成長の波に乗り、全国各地で凄まじい

ほどに発掘調査が行われていた時でした。各県・

市町村にも専門職員が採用され、時の流れの中で

一生懸命現場で汗を流し、頑張っていたと思いま

す。神奈川県においても行政をはじめ、多くの民

間・個人が調査をこなし、官民一体となって調査

が進められた時代であったと思います。

その経済が鶏りを見せた平成5年頃から、調査

件数も少なくなり、調査を担当する者にとって、

多難な時代に突入しているのが現在の状況かと思

います。

そうした状況の中で研究者に求められているの

は、地域の歴史をどのように再評価し構築してい

くかだろうと思います。その意味において、今回

の企画が､各時代別に30年間の考古学的成果と今

後の課題をテーマとしたことは大きな意義がある

ものと思います。門外漢で役者不足ですが、神奈

川県の代表的な高塚古墳を取り上げ、それぞれの

成果と評価を考えてみたいと思います

2．前期古墳

前期古墳として海老名市の秋葉山古墳群と逗子

市・葉山町の長柄・桜山古墳を取り上げます。
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は前方後円墳で全長90m，2号墳は前方後円墳で

全長88mを測り、土師器・壺形埴輪・朝顔形円筒

埴輪が出土し、両古墳とも岩盤を一部造成して造

り、 2号墳には葺石を伴っていたことが明らかに

されました。

その成果のまとめとして、①前期の定型化した

前方後円墳が神奈川県で初めて発見され、しかも

三浦半島で発見されたこと。②神奈川県最大級の

古墳であること。③後円部と前方部の比率は6 ：

4となり、市原市釈迦山古墳をはじめ東京湾東岸

の大型前期古墳に採用されていることから房総と

の関連が指摘されていること。④壺形埴輪は在地

での土器作りの伝統の上に他地方の要素を取り入

れて成立したことも想定されること。⑤埴輪や土

器から2号墳が先行する、 と指摘されました。

また、 「長柄・桜山第1 ．2号墳が構築された時

期での碧玉製品、銅鍼、土器や鉄資源などの物流

ネットワークからは、陸路・海路いずれにおいて

も当該地域の重要性は高く、一つには東京湾を結

ぶ拠点であり、関東地方に定型化した前方後円墳

の噴矢として注目され、ひいては畿内勢力の東方

への勢力伸長を考える上でも重要な位置を占め

る｡」と評価しています。

その翌年、 2002年（平成14） 12月15日には、

逗子市と葉山町の主催でシンポジウム「前期古墳

を考える‐長柄・桜山の地から‐」が開催され、

基調講演を行った川西宏幸氏は「①被葬者が海上

交通に長じていたことは疑いないし、畿内政権に

よる東国の版図の伸張と結びつけるのは魅力的な

説。②高句麗が南下を策したのは4世紀後半と5

世紀後半の時期。朝鮮半島の情勢が緊迫している

中で、倭が半島に軍を進めた時期に、東北地方で

述べられている点が注目されます。つまり、従来

の定型化した古墳の定義そのものを再検討する必

要性を指摘しています。この他にも多くの問題・

課題を取り上げ、単に神奈川県だけの問題ではな

く、全国的な視野から秋葉山古墳群を見つめ直す

方向性を示しています。

同年の12月15日には海老名市教育委員会主催

によるシンポジウム『墳丘墓から古墳へ‐秋葉山

古墳群の築造一』が開催され、多くの市民が参加

し、歴史的重要性が再確認されました。また、多

くの市民の熱意により2005年（平成17) 7月に

国指定史蹟になりました。このことは行政の不断

の努力の結果と評価すべきものと考えます。

長柄・桜山1 ．2号墳は逗子市と葉山町にまた

がる通称「桜山丘陵」にあります。 1号墳は東京

湾～房総半島を、 2号墳は相模湾～江ノ島、伊豆

半島､富士山を眺望できる場所に造られています。

発見の経緯は皆さんご存じのように本会員の方が

1999年(平成11）3月に発見されたものです｡県・

市・町の教育委員会の素速い対応で、三浦半島で

初めての前方後円墳であることが分かりました。

半年後の1999年9月、第23回の本会で概要が発

表されました。その内容として①2基の古墳は前

方後円墳で1号墳は全長約90m、 2号墳は約80

m。②壺形埴輪と思われる破片が1号墳で採集さ

れ、 2号墳で出土しているが、県下の前期古墳で

は埴輪を伴う数少ない例。③出土した壺形埴輪片

から4世紀後半の前期古墳。④2号墳の葺石は県

下初めて、 と報告されています。

2001年（平成13） 3月に『長柄・桜山第1 ．2

号墳測量調査･範囲確認調査報告書』が刊行され、

墳形・規模・遺物が明らかにされました。 1号墳
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の前期古墳の中で、対岸の秋葉山古墳については

3世紀と位置づけています。

1993年の本報告書では、主体部の認定を「木棺

の痕跡をもち、棺底より埋葬に伴う遺物の出土が

あるもの」 と規定し、再度検討した上で3基に変

更され、 2号主体部は1号主体部（割竹形木棺)、

3．6号主体部は2号主体部（割竹形木棺)、 5号

主体部は3号主体部(組合形木棺)、 1号主体部は

2号士塘、 4号主体部は3号土壌となり、新たに

1号土壌が認定されました。

吾妻坂古墳をまとめた北川吉明氏は、①版築と

周溝の位置から直径55m程度の円墳と推定し､前

方後円墳であったならば全長100m規模を想定。

②古墳の年代は周辺遺跡の海綿状粗質火山灰の事

例と土器の分析から、 4世紀末～5世紀初頭と推

定。③相模川流域の4世紀段階は円墳での中首長

墓の形成、 5世紀段階では大首長の前方後円墳の

築造との発展過程を示されました。なお、本書に

はガラスの科学組成、 1 ．2号主体部内土壌のP

H値、遺物の保存修復、植物性出土品の材質分析

が納められています。

2004年の『吾妻坂古墳出土資料調査報告』は11

人の専門研究者と1企業の共同調査･研究により、

様々な角度から検討され、質が高く、内容の濃い

報告がされています。

その内容は2005年の第29回遺跡調査・研究発

表会で分かりやすく発表されていますので割愛さ

せて頂きますが、発表者は「吾妻坂古墳の副葬品

の優秀さに注視するのではなく、相模川水系の地

域的特殊性という観点から、今後も歴史性を追求

することが必要｡」と総括されています。

大型古墳が出現していることと重なる。③東国に

政治地図を描く場合に、国際的な契機を重視すべ

き｡」 と提言した上で「海上交通に長じていた長

柄・桜山古墳の被葬者の活動が、どのような国際

的な契機に連なっていたか｡」と問題を提起してい

ます。国際的な視野から見た課題として受け留め

たいと思います。

この二つの前期古墳が同年の12月19日付で国

指定史蹟になったことは大変嬉しいことで、その

陰で支えてこられた大勢の方に敬意を表したいと

思います。

3． 中期古墳

厚木市の吾妻坂古墳の調査は1986年（昭和61）

11月に実施されました。 1988年（昭和63） 6月

に『調査概報』が刊行され、 3か月後の9月、第

4回遺跡調査･研究発表会に登場します｡その後、

1993年(平成5)に本報告書が刊行されています。

さらに厚木市教育委員会が「吾妻坂古墳出土資料

研究委員会」を組織し、2004年（平成16)に『吾

妻坂古墳出土資料調査報告』が刊行され、研究委

員の一人であった西川修一氏が翌年の2005年(平

成17)、第29回遺跡調査・研究発表会でその成果

と課題を報告しています。

1988年の『調査概報』では、半径約45mの円墳

で高さは約6m、主体部は墳丘面に5基、袖部テ

ラスに1基の計6基が確認され、出士した遺物は

径19．5cmの斜縁四獣鏡の青銅鏡1面の他に櫛2

本、鉄剣・矛・刀・鉄鍼、勾玉・管玉・小玉、鉄

製儀鏡や五領期の士師器が出土したと報告されま

した。また、主体部は割竹形木棺直葬で主軸は南

北と指摘し、前期古墳と報告されています。周辺
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期の秋葉山古墳群の当面の課題として、①相模ﾉ| ｜

左岸の狭院な台地に造営された理由を考える必要

があるかと考えます。②ほぼ前方後方墳の可能性

が高い4号墳の年代がまだはっきりしていません

が、前方後方墳であるならば、秋葉山古墳群の中

での位置づけが課題となります。そのためにも、

4号墳の再調査が望まれます。③距離を置いて造

られた6号墳は円墳と推定され、時期等は不明と

されています。これらの課題の解明に加え、今ま

での成果を生かし、古墳群を生み出した集落の母

胎を具体的にどこに求めるか、古墳群を分解して

一つ一つの特性を導き出し、総体として位置づけ

ること、東国における位置づけと王権との関係を

どう捉えるかが今後の課題と考えます。

1998年2月（平成9） 2月に神奈ﾉl 1県考古学会

主催で「神奈川の古墳一その出現と展開一」と題

して考古学入門講座が開催されました。その報告

の中で東相模を担当した服部みはる氏は①秋葉山

古墳群を通して古墳築造の基盤となる集落は、古

墳に接近した場所にはあまり確認されていないこ

とから、東相模南部地域との関係が注目される。

②地域の首長であることをアピールするために、

支配領域や生産基盤となる土地を見下ろす、あえ

て集落から離れた場所を選び古墳（群）をつくっ

た｡③相模川中流域は河川交通及び陸路の要所で、

交通の要に古墳を造ることが、支配域を主張し、

物流、情報伝達を独占的に掌握することの象徴で

あると展開し、古墳と集落の関係の一つの方向性

を提示されました。そうした状況の中で、ここ数

年、かながわ考古学財団によって「一般国道468

号（さがみ縦貫道路）建設事業に伴う調査」が行

われ、左岸の自然堤防（寒川町・海老名市）から

4．今後の展望と課題

従来は関東の古墳時代の中で、神奈川県は蚊帳

の外に置かれた状況であったと言えます。その前

期・中期古墳についても大きな注目を浴びてこな

かったのが現状ですが､ここ10年の秋葉山古墳群、

長柄・桜山1 ．2号墳、吾妻坂古墳の調査成果で

見方が変わったかと思います。

神奈川県は古墳の規模と出土遺物等から、大首

長が未発達で小首長が点々と展開する、ある意味

で｢どうにでもなる地域｣と捉えられてきました。

逆にこれを裏返せば､「どうにでもなる地域一神奈

川一」は大和王権にとって、是非とも押さえなけ

ればならない「重要な地域」 として認識されたの

ではないでしょうか。

大和王権は広大な関東平野を経済的基盤として

視野に入れ、王権を支える重要地域として支配す

ることを最大の目標にしていたと考えます。つま

り、東国は王権の維持に必要不可欠な地域であっ

たと言えます。そのために王権は必要に応じて、

東国の入り口である神奈川の首長とのネットワー

クを通じ、首長に必要な「威信財・情報」を繰り

返し提供したと考えます。

一方、在地首長は王権とのつながりを利用して

在地支配を遂行しました。持ちつ持たれつの関係

が王権と在地首長との間で繰り返し行われ続けた

のではないでしょうか。当然、在地の首長層の間

にも、同じことが繰り返されたものと思います。

このように、最近の成果から、王権は東国の入

り口である神奈川を、 「総｣・ 「毛」という巨大な首

長国を見据えての前進基地的な場と捉えていたと

考えられる状況になっていると思います。

前置きが長すぎましたが、海老名市の前期～中
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古墳や集落の発見が続いていますので、新たな展

開を期待したいと思います。

次に第長柄・桜山1 ．2号墳についてですが、

史蹟整備に伴う確認調査が今年の8～9月に行わ

れました。新たな見解が出るかもしれませんが、

いくつかの課題を挙げてみました。まず、①東京

湾をはさんで、対岸の房総や多摩川流域を見据え

ての位置関係から､どのような経緯で造られたか。

②長胴の壺形埴輪の出自の解明。③古墳の被葬者

が大和から派遣された人物（派遣将軍）だとした

ら、その出自である集団は何か。③長柄・桜山古

墳以後の三浦半島の動向と神奈川の中での歴史的

位置づけ、 と様々な課題が想定されます。

中期の吾妻坂古墳については概報・報告書・出

土資料調査報告と3冊が世に出て、その評価が高

まっています。やはり、考古学・科学の進歩の成

果であり、その時は頑張って勉強してまとめます

が、資料の増加と研究の深化によって、その遺跡

の評価は変わります。また、その一つ一つの積み

重ねが新たな地域史の実像に近づくものと考えま

す。私たちは今後とも遺跡の再検証・再評価を進

めていくことを吾妻坂古墳から学びました。

今後の課題として、前期と比べると中期に古墳

や集落が極端に少なくなることの解明があげられ

ます。その原因として、寒冷化や地震等の自然災

害とする考え方もありますが、それだけでは大き

な理由になるとは考えられません。その中で沖積

低地で発見された海老名市の中野桜野遺跡は大き

な意義をもっており、課題を解明する一つの方向

性が示されたものと考えます。

今日の行政は市民との協働・参画が叫ばれてい

ます。行政を動かすのは市民・県民です。文化財

保護の原点に戻り、『文化財は地域の人が守る．活

用する』と自らの意識を高めて頂き、行政に対し

て積極的な参画をお願いしたいと思います。

一方で､本会が果たす役割は､市民力の底上げ、

地域力を上げることと考えます。神奈川県考古学

会の果たす役割はますます高まっていると考えて

います｡そのためにも、普及･啓蒙活動を推進し、

さらなる「会員による、会員のための活動」を展

開する時代に来ていると思います。今後とも皆さ

んの積極的な参画をお願い申し上げます。

◆発表に関連した報告書等

1．秋葉山古墳群

海老名市教育委員会 1998『海老名市史1資料編

原始・古代』

神奈川県考古学会 1998考古学入門講座『神奈川の

古墳一その出現と展開一』

神奈ﾉll県考古学会2001第25回遺跡調査・研究発表

会『秋葉山古墳群第1～3号墳』

海老名市教育委員会2002 『秋葉山古墳群第1 ．2．

3号墳発掘調査報告書一第5次～9次調査一』

海老名市教育委員会2002 『墳丘墓から古墳へ‐秋

葉山古墳群の築造一』

海老名市教育委員会2003『海老名市史6通史編原

始・古代・中世』

2．長柄・桜山第1 ．2号墳

神奈川県考古学会1999第23回遺跡調査・研究発表

会『長柄・桜山第1 ．2号墳』

神奈川県教育委員会2001 『長柄・桜山1 ．2号墳

測量調査・範囲確認調査報告書』

逗子市・葉山町教育委員会2002 『シンポジウム前

期古墳を考える‐長柄・桜山の地から‐』
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＊律令制以前の相武国の古墳については平塚市博物館

『相武国の古墳一相模ﾉll流域の古墳時代-｣ (2001)が

全体を概観できます。その中で、秋葉山古墳群と吾妻

坂古墳についても触れられています。また、寒川町の

大（応）神塚古墳から出土した小型鏡をX線透視写真

で撮影した結果、国産の内行花文鏡であることが判明

し、 5世紀前葉以前に位置づけされる可能性があると

3．吾妻坂古墳

厚木市吾妻坂古墳遺跡調査団 1988年(昭和63年)｢吾

妻坂古墳一前期古墳の調査概報一』

神奈川県考古学会 1988第4回遺跡調査・研究発表

会『吾妻坂古墳』

厚木市教育委員会1993年（平成5年） 『吾妻坂古墳』

厚木市教育委員会2004年（平成16年） 『吾妻坂古墳

出土資料調査報告』

神奈川県考古学会2005第29回遺跡調査・研究発表

会『吾妻坂古墳』

報告されています。
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（1884)年の本郷弥生町での壺の発見に始まるが、

全国的規模で具体的な比較検討が可能となったの

は昭和13．14 （1938.39）年の『弥生式土器聚成

図録』(文献1)の刊行を出発点とする。ここで｢相

模」は駿河湾地方に組み込まれていることが興味

深い。南関東地方よりも駿河地方との親縁性を評

価してのことと思われる。その後南関東では杉原

荘介氏による南関東編年が確立されていくが（文

献2．4)、そうしたなかで赤星直忠氏、神沢勇一

氏が神奈川県の地域性について言及している（文

献3．5)。特に神沢氏は、南関東、北関東とは別

に相模湾北西部という地域を設定して神奈川県西

部地域の独自性を取り上げた（第1図)。弥生時代

後期については、高坏等に東海地方の強い影響が

みられることを指摘し、背後に海路による交流を

1 ．はじめに

この30年間に神奈川県の遺跡をめぐる環境は

大きく変化した。その変化が必ずしもプラスだけ

ではなかったことは、今まさに顕在化しつつある

さまざまな歪みが物語っている。しかし、そうし

た積み残した課題がある一方で、新たな歴史的事

実を解明してきたことも事実である。弥生時代研

究についても、多くの遺跡の調査により、直ちに

分析、評価が難しいほどの膨大な資料が蓄積され

ている。それらをまとめることは、いわば、 「新版

神奈川県史弥生時代編」を編集すると言うのに等

しい。それは私の能力を超えているし、誰であれ

個人で成しえる仕事でもない。したがって、ここ

では過去にこの「発表会」で取り上げられた遺跡

を中心としながらも総体的な解説とはせず、テー

マを絞った個別研究を紹介することにしたい。

従来より、神奈川県の弥生時代研究といえば広

大な発掘調査が繰り返された港北ニュータウン地

域を中心とした中期後半の研究が著名である。そ

こで今回は､あえて目を神奈川県西部地域に向け、

時期も弥生時代後期を取り上げる。この地の研究

は未だ総合的研究の域には達していないが、第一

義的課題である土器研究においても、非常に興味

深い知見が得られている。将来への期待を含め、

その20年間の軌跡をたどってみたい。
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ロ2.南関東地方における土器研究略史

神奈川県西部地域を取り上げる前に、その基礎

となる南関東地方を舞台とした土器研究の歩みに

ついて簡単に触れておこう。第1表にその大まか

な流れを示した。弥生土器の研究は、明治17

－弥生町式土暴

一一梯式土器

-－一二軒屋式土器

一一(千代出土土器）

－弥生町弐

一一榊式土

－－－二軒屋式QQ

、

後期中葉における小文化圏

第1図神沢勇一による関東の小文化圏(文献5）
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第1表南関東地方における弥生時代後期を中心とした土器研究史

89

年 出来事 内 容 文献

昭和

13．14年

q938･9

森本六爾・小林行雄『弥生式土器聚成図録』刊行 第1～第4様式に分類。前期はなし。

第1様式：駿河と同一、第2様式：久ケ原、第3様式：弥生町、第4様式：

無文 く初の広域編年、相模は駿河湾地方〉

1

昭和17年

(1942）

杉原荘介、関東の弥生土器編年を提示 前期はなし。中期2型式、後期3型式。須和田一宮ノ台一久ケ原一弥生町一

前野町 く南関東杉原編年の確立〉
2

昭和30年

(1955）

赤星直忠『日本考古学講座4弥生文化』刊行 前期はなし。

神奈川県地域の地域性について言及。
3

昭和33年

(1958～）

小林行雄・杉原荘介『弥生式土器集成』刊行 前期はなし。中期3型式、後期3型式。

南関東：須和田一小田原一宮ノ台一久ケ原一弥生町－前野町
4

昭和41年

(1966）

和島誠一編『日本の考古学3弥生時代』刊行 神沢勇一、関東を3地域に区分（南関東、北関東、相模湾北西部）

前期はなし。中期3型式、後期3型式。

南関東：三ケ木一須和田一宮ノ台一久ケ原一弥生町－前野町

相模湾北西部：堂山一中里－谷津一赤羽根一千代一千代、後期に東海西部か

らの直接的交流（海路）を想定。

5

昭和44年

(1969）

大場磐雄・関俊彦「弥生土器の編年」 『新版考古

学講座』刊行

前期を黎明期とする。中期3型式、後期4型式。

南関東：三ケ木一須和田一宮ノ台一久ケ原一朝光寺原一弥生町－前野町
6

昭和47年

(1972）

湯川悦夫・加納俊介「南関東出土の東海系土器と

その問題」

東海地域の関東への影響を評価。杉原編年批判。
7

昭和54年

(1979）

岡本孝之「久ケ原・弥生町期弥生文化の諸問題

(1）

久ケ原式と弥生町式の供伴事例から両者の併行論を主張。
8

昭和54年

(1979）

佐原真編『入門講座・弥生土器』刊行 熊野正也、南関東を担当。前期はなし。中期3型式、後期3型式。

須和田一小田原一宮ノ台一久ケ原一弥生町－前野町（杉原編年を踏襲）

問題点、前野町は後期か、古墳時代か。南関東という範囲で編年を統一する

ことは困難。 〈杉原編年の破綻〉

→この後、弥生土器に関して「南関東」という範囲が使われることはない。

また、前期から後期までを通して記述することもなくなる。

9

昭和54年

(1979）

『どるめん』23特集〔南関東の弥生文化〕弥

生文化後進地域の諸問題

熊野正也「南関東における弥生文化の特徴弥生式土器の文様を中心にして」

田村言行「弥生時代後期における南関東の動向久ケ原・弥生町を取巻く小

文化圏」 〈小地域土器分布圏の把握〉

→遺跡立地から独自の生業形態の存在を指摘しているが、全般に渡って土器

の分析に終始。分析対象としての土器が地域やその文化を語るという前提。

10

11

昭和62年

(1987）

『弥生文化の研究4弥生土器Ⅱ』刊行 菊池義次、後期編年の混迷に言及。 「地域全体を見ても、はなはだしい矛盾

や錯誤が不用意に積み重ねられ来たった結果、収集しがたい混乱が生じ、そ

れが長年月にわたって逐次倍加醸成され続けたために、今日では、もはや救

い難い混迷が見られるに至った」 。 〈南関東の後期弥生土器縞年の潭沌期〉

12

昭和62年

(1987）

シンポジウム「欠山式とその前後」開催 東海地方を中心とした欠山式土器の実態を追及。関西、北陸、信州、関東と

の接点を探る。東海地域編年研究の第一歩。
13

平成2年

(1991）

浜松シンポジウム「東海系土器の移動からみた後

期弥生土器」開催

弥生時代後期の土器移動を中心に、各地の編年のすりあわせと地域間交流の

実態を把握。相模の土器様相の評価に重大な影響を与えた。
14

平成3年

(1992）

綾瀬市神崎遺跡の発掘調査報告書刊行 東海西部系土器が95％を占める後期の環濠集落。この資料により、東海地方

との土器交流、土器の系譜、受容形態、製作技術等の理解が進展する。
15

平成4年

(1993）

新潟シンポジウム「東日本における古墳出現過程

の再検討」開催

弥生時代後期から古墳時代前期にかけての広域編年を提示。廻間遺跡を中心

とした東日本の編年網が作られる。
16

平成12年

(2000）

東日本シンポジウム「東日本弥生時代後期の土器

編年」開催

福島県を中心に、東日本の土器様相の実態を把握。
17

平成13年

(2001)

小田原シンポジウム「弥生後期のヒトの移動」開

催

弥生時代の地域間交流について、土器を中心に基礎資料を集成。その社会背

景に迫る。相模の土器様相の成り立ちについて理解が深まる。
18

平成14年

(2002）

『弥生土器の様式と編年』東海編刊行 東海地方の土器様相と編年。関東では相模が組み入れられ、東海各地との土

器交流を評価。
19

平成16年

(2004）

明大シンポジウム『南関東の弥生土器』開催 南関東の弥生土器に関する新たな枠組みの提示。研究の現状と到達点。
20



丸島式｣、或いは「相模湾岸型式」を提唱して、神

奈川県西部地域の土器様相を独自に評価しようと

試みた（岡本1978. 1986)。しかし、基準となる

資料の報告がすぐに刊行されなかったことなどか

ら、地域的な共通理解が深化するには至らなかっ

た。

こうした状況を大きく変えたのが、東海地方の

土器研究の進展であった｡欠山式シンポ(文献13)、

廻間式土器の提唱（赤塚1990)、浜松シンポ（文

献14）と現在の研究へ直結する成果が蓄積された。

神奈川県西部地域は、東海地方との親縁性の強さ

からこうした成果をいち早く導入した。また、綾

瀬市神崎遺跡の調査成果（文献15）も、神奈川県

西部地域の士器様相の成り立ちを解きほぐすうえ

で重大な貢献をした。

このような蓄積を得て、平成13 （2001）年には

小田原でシンポジウムが開催され、神奈川県西部

地域の主要資料の集成と現時点での成果がまとめ

られた（文献18)。翌年には『弥生土器の様式と

編年東海編』に相模地域の様相が掲載され（文

献19)、それらの成果は平成16 （2004）年に明治

大学で開催された「南関東の弥生土器」シンポに

引き継がれている（文献20)。

想定している。ただし、資料的制約から神奈川県

西部地域の具体像を提示し得なかったために、か

えって南関東地方でも東海地方でもない中途半端

な存在として取り残されることとなった。また､

第1図にみるように、当時は土器の分布範囲と文

化圏との整理がついておらず、土器のもつ社会的

意味についての理解にも疑問がある。

その後、高度経済成長期の大規模発掘調査によ

る大量の資料の蓄積は、より小さな範囲での土器

様相の違いを明らかにし（文献9．10)、関東地方

での大地域編年を破綻させることとなった。岡本

孝之氏により杉原編年への疑問（文献8）が提示

される一方で、従来の考えに固執する意見も根強

く、その状況は菊池義次氏の厳しい表現に象徴さ

れる（文献12)。まさに昭和末期は、南関東後期

弥生土器研究の揮沌期といえる。

3.神奈川県西部地域における取り組み

神奈川県西部地域でも土台となる基礎研究がな

いままに、地域差あふれる多くの土器群が眼前に

積まれる事態となった。これに対しては、地元研

究者が対処療法的に各遺跡ごとの分析を進めるこ

ととなり、この資料の蓄積が以後の地域編年の土

台となった。こうしたなか、岡本勇氏は「仮称根

雷ア

．

可
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第2図神奈川県西部地域の中期最末の土器群
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第3図弥生時代後期の土器様相相模川流域(上段：後期前半、下段：後期後半）

4.神奈川県西部地域の後期弥生土器 は､いずれも50-100軒規模の住居趾群を検出し、

次に神奈川県西部地域の後期弥生土器の様相に 弥生時代後期に始まり古墳時代前期にまで続く集

ついて具体的にみていくことにしよう。まず、前 落遺跡である。こうした大規模な集落遺跡の調査

述の「揮沌期」における地域的課題について示し にあたって、次の2点の課題が担当者たちを悩ま

ておく。本会の「発表会」にもしばしば登場した せた。ひとつは中期後半宮ノ台式土器との連続性

海老名市本郷遺跡、平塚市王子ノ台遺跡、秦野市 がうかがえないことであり、二つ目は共通の時期

根丸島遺跡、厚木市子の神遺跡、平塚市向原遺跡 を有しながらも土器様相が大きく異なることであ
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第4図弥生時代後期の土器様相金目川流域(上段：後期前半、下段：後期後半）

る。これらの課題に対する取り組みがその後の地 市と平塚市の東側）に分布する土器群である。壺

域研究の土台となったと言える。 このことを意識 は頸と胴の境がくっきりと折れ、櫛描による紋様

して具体的な資料についてみてみよう。 をもつ｡甕は台付で､口縁の先端部は面取りされ、

第2図は神奈川県西部地域の弥生時代中期後半、 なかにはヨコナデで仕上げられているものもみら

宮ノ台式土器の最も新しい一群である。壷と甕と れる。そして、皿状の坏部と柱状の脚部をもつ高

少数の鉢で構成され、壷は頸が細くなだらかに胴 坏も櫛描で飾られている。これらは、愛知県と静

部へと続き、頸と胴の区別はない。甕は最大径を 岡県が接する東三河、西遠江の土器と同じ特徴を

口縁部にもち、低い台が付くものもあるが主体は もっており、また、壷と甕と高坏がそれぞれ30％

平底である。 を占める器種構成も変わらない。こうした特徴を

次の後期前半については、相模川の両岸域と、 有する代表的な遺跡が綾瀬市神崎遺跡であり、出

大磯丘陵の東を流れる金目川流域で大きく土器様 士土器の95％が東海系土器であるというデータ

相が異なる。第3図上段が、相模川流域（海老名 から、これらは三河、西遠江からの移住者が作っ

市、綾瀬市、寒川町、茅ヶ崎市、厚木市、伊勢原 た土器とも言われている。
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第5図弥生時代後期の土器様相からみた地域区分(相模川流域と金目川流域）

続く後期後半についても相模川流域と金目川流

域に分けて図示したが(第3図下段､第4図下段)、

後期前半に比べてその差は小さくなっている。両

者の土器群には、相模川流域の壺の頸の屈曲がや

や強いこと、高坏の形態が異なることを除くと大

きな違いは見られなくなる。そして、甕の口縁部

にヨコナデ仕上げは見られない。これは、相模川

流域の土器様相が前代に見られた三河色や西遠江

色を急激に失い、金目川流域の土器様相に飲み込

まれていくことを意味している。そしてその金目

川流域でも、前代には可能であった東遠江系と東

駿河系の識別が難しくなっている。

つまり、この段階は金目川流域と相模川流域の

土器様相がひとつにまとまっていく過程であり、

外来から発生した当地の弥生時代後期の土器様相

に相模の独自性が発揮された段階と評価できる。

ここで注意しておきたいことは、相模川流域の

後期前半において30％を占めていた高坏が10％

足らずに減少すること､ 口縁部のヨコナデ仕上げ

第4図上段は金目川流域の後期前半の土器であ

る。これは平塚市と伊勢原市の西側、秦野市の東

側の範囲に分布するもので、直線距離にして十数

畑でありながら、相模川流域とは大きく違った様

相を呈している（第5図)。壷には口縁部が開くも

のと内簿するものがあり、主に縄文と櫛の刺突で

施文される。甕はほとんどに台が付き、 口縁端部

はハケによる面取り、端部にはキザミをもつ。高

坏はわずかしか出土しない。これらの土器には、

静岡県の天竜川から大井川にかけての東遠江と、

富士宮市から三島市、沼津市といった東駿河の強

い影響をみることができる。

このように、弥生時代中期末（第2図） と後期

前半（第3図上段、第4図上段）の土器には、時

期的な連続性がみられない。宮ノ台式土器の終焉

後､全く別の系譜の土器がもたらされたのである。

後者の後期前半における相模川流域と金目川流域

の様相差についても、影響を受けた東海系土器の

系譜の違いに起因していると考えられる。
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‐第6図平塚市真田・北金目遺跡男

や頸の屈曲など先進的な土器製作技術が後退して

いることである｡この時期､日本列島の各地では、

土器の器種構成が複雑化し、進歩的な土器製作技

術が広く拡散していく傾向にあるが、その意味で

は当地域のこの現象は特異な事例と言うことがで

きる。

群出土の後期初頭の土器群(19区SIOO4

綴
、紬ク 鮨

一
０

第7図大磯町馬場台遺跡出土の中部高地系土器

（19地点H-17号住居杜）

原市域では破片ながらまとまった数の分布が確認

できる。馬場台遺跡例の場合、供伴資料や型式的

な特徴から弥生時代後期初頭に位置付けが可能で

ある。また、現時点での類例として山梨県金の尾

遺跡の出土土器が挙げられることから、その時期

に甲府盆地、中部高地方面との情報交換も盛んで

あったことが推察される。つまり、後期前半にヒ

トの移動を含む大規模な情報交換が想定されてい

る当地域ではあるが、それは東海地方だけではな

くそれ以外の地域も対象とした広域な地域間交流

であった可能性が高い。恐らくこの時期に、土器

以外の文物をも含む広域ネットワークの再編があ

ったと考えられる。士器を介してみる地域間交流

についても私たちが思うよりはるかに複雑である

に違いない。

5.後期初頭をめぐる新資料

以上のように､神奈川県西部の後期弥生土器は、

各時期ごとに異なる地域と交流をもち、それが変

容、融合しながら在地化するという非常に複雑な

あり方をみせる。しかし、実は私たちが読み解い

ているのはまだその一部にしか過ぎない。例えば

第6図に示した平塚市真田・北金目遺跡群出士の

土器群（河合他2003）は、中期後半の宮ノ台式土

器の影響を色濃く残し、それでいて後期の特徴を

備えている。つまり、宮ノ台式士器の後継、久ヶ

原式最古段階に位置付けられる。その後の東海系

起源の後期前半の土器群との系統差が埋められた

わけではないが、中期と後期の断絶が後期に食い

込んだ時期の出来事であったことを示唆している。

また、第7図には大磯町馬場台遺跡出土の中部

高地系土器を示した（立花2006)。櫛描で施紋し

た平底の甕は本来神奈川県西部地域にはみられな

い土器であるが、平塚市の西部から大磯町、小田

6.神奈川県西部地域の後期弥生土器の評価

社会において土器がもつ意味はさまざまであり、
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土器ではなく他地域の士器の系譜をひくこと、そ

れが環濠集落や竪穴住居の形態、穿孔土器をめぐ

る祭祀のあり方などとも共通性を見いだすことが

できることは、一連の士器交流が単に土器だけの

問題にとどまらないことを示している。つまり、

土器が社会の成り立ちと密接に関係している可能

性が指摘できる。もちろん、当時の地域間交流は

より複雑であり、他の文物のあり方を踏まえて総

合的に検討することが必要ではある。ただし、士

器から社会へアプローチする道筋を有していると

いう点で、神奈川県西部地域の後期弥生土器研究

は大きな可能性を秘めているのである。

そこから導き出される歴史像にも自ずと限界があ

る。弥生時代において土器は日常生活用具のひと

つであり、それが当時の文化を代表しうるもので

はない。まして、政治や経済をどの程度反映して

いるのかは保証の限りではない。つまり、土器の

交流が認められるからといって、当時の社会全体

が同じ方を向いていたとは言えないし、土器が違

うからといって全くの没交渉であったとも限らな

い。士器研究にあたっては、そうした特性を踏ま

えておくことが必要である。

こうした視点で神奈川県西部地域の後期弥生土

器を評価してみよう。後期前半の土器が宮ノ台式

12菊池義次1987 「久ケ原式・弥生町式・円乗院式

土器」 『弥生文化の研究4弥生土器Ⅱ』 雄山閣

13東海埋蔵文化財研究会1987『欠山式土器とその

前後』

14立花実1991 「相模における後期弥生土器編年

と東海系土器｣『東海系土器の移動から見た東日本の

後期弥生土器』東海埋蔵文化財研究会

15小滝勉・村上吉正1992『神崎遺跡発掘調査報

告書』綾瀬市教育委員会

16西川修一1994 「相模・多摩丘陵における弥生後

期後半一古墳前期の土器と集落の様相」『東日本にお

ける古墳出現過程の再検訓日本考古学協会新潟

大会実行委員会

17伊丹徹・池田治2000 「神奈川県における弥

生後期の土器編年」 『東日本弥生時代後期の土器編

年」 東日本埋蔵文化財研究会

18西相模考古学研究会2001『シンポジウム弥生

後期のヒトの移動資料集』

西相模考古学研究会2002 『弥生時代のヒトの

移動』 六一書房

19加納俊介・石黒立人編2002『弥生土器の様式と

編年東海編』 木耳社

20 シンポジウム南関東の弥生土器実行委員会編
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遺跡の位置

10．逗子市池子遺跡群 19．厚木市御屋敷添遺跡

11．三浦市赤坂遺跡 20.伊勢原市三ノ宮・前畑遺跡

12．三浦市間口洞窟 21．伊勢原市坪ノ内・久門寺遺跡

13．藤沢市稲荷台地遺跡群 22．平塚市原ロ遺跡

14．寒川町倉見才戸遺跡 23．秦野市平沢同明遺跡

15．寒川町高田遺跡 24．小田原市中里遺跡

16．茅ケ崎市下寺尾・西方A遺跡 25．小田原市小田原遺跡

17．厚木市及川遺跡 26． 山北町堂山遺跡

18．厚木市宮の里遺跡

第8図

1 ．横浜市受地だいやま遺跡

2．横浜市朝光寺原遺跡

3．横浜市赤田遺跡群

4．横浜市関耕地遺跡

5．横浜市大塚遺跡

6．横浜市歳勝土遺跡

7．横浜市権田原遺跡

8．横浜市折本西原遺跡

9．横浜市新羽大竹遺跡

A・綾瀬市神崎遺跡

B.海老名市本郷遺跡

C.厚木市子ノ神遺跡

D.秦野市根丸島遺跡

E・秦野市砂田台遺跡

F.平塚市王子ノ台遺跡

G・平塚市真田・北金目遺跡群

H、平塚市向原遺跡

I .大磯町馬場台遺跡
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1 神奈川県下の貝塚分布

神奈川県下には縄文時代遺跡が約3100カ所存

在する。そのうち現在、報告書や遺跡地図、踏査

等により存在を知ることができる貝塚は95カ所

を数える。時期別では早期10､前期38、中期17、

後期28、晩期2になる。

地域別の分布では、 6群に分類できる。

A:多摩川流域貝塚群

川崎市域を中心に分布する貝塚群で、川崎市子

母ロ貝塚、新作貝塚、影向寺貝塚、窪台貝塚など

はじめに

神奈川県内には関東地方の縄文式土器の編年基

準となった遺跡が多数存在する。早期の夏島式土

器をはじめ､晩期の杉田式土器に至る21型式のう

ち、 12型式は貝塚調査から誕生した。

貝塚から得られる多彩な情報は土器編年の確立

ばかりでなく、縄文時代の環境､生業､交易など、

様々な問題を解明する手掛かりを提供している。

ここでは、近年の神奈川県内貝塚の調査と成果を

概観してみたい。
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第1図縄文時代主要貝塚分布
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発見から100余年を経る三浦市諸磯貝塚は半島東

南端に位置する。 1996 （平成8）年に調査された

三浦市間口東洞穴遺跡では、三浦半島の洞穴遺跡

で初めて、縄文時代後期の土器が出土した（川上

久夫他1997)。

F:相模湾沿岸部貝塚群

相模湾に注ぐ各河川の流域に形成された小田原、

平塚、茅ヶ崎、藤沢、鎌倉などの各市域の貝塚群

である。早期は知られないが、前期4，中期4，

後期6が所在する。平塚市万田貝塚、茅ヶ崎市堤

貝塚、藤沢市遠藤貝塚などダンベイキサゴを主体

とする貝塚と、小田原市羽根尾貝塚や茅ヶ崎市西

方貝塚のようにヤマトシジミを主体とする貝塚が

ある｡羽根尾貝塚は県内最西部に所在する貝塚で、

1998(平成10)年に調査された(戸田哲也他2003)。

早期後半から前期の貝塚が大半を占め、 7カ所が

知られる。貝層はハマグリ、マガキ、ヤマトシジ

ミなどの貝類が主体で、縄文海進期に発達する湾

奥の干潟に形成される貝塚の特徴をよく示してい

る。

B:鶴見川流域貝塚群

古鶴見湾に注ぐ河川の流域に形成された横浜市

域の貝塚群である。河口より奥域には菊名貝塚

南堀貝塚、折本貝塚など前期の貝塚が密集し、河

口付近には小仙塚貝塚、別所貝塚、荒立貝塚など

後期の貝塚が所在する。県内貝塚の38%にあたる

36カ所を占め、最も密集度の高い貝塚群である。

C:帷子川流域貝塚群

横浜市域の貝塚群で11カ所が知られる｡河口よ

り奥域には下菅田貝塚、笹山貝塚などの前期の貝

塚が所在する。湾口近くには、 1906（明治39）年

N.Gマンローにより神奈川県下初の本格的な発

掘調査が行われた三ツ沢貝塚をはじめ､仏向貝塚、

池ノ坂貝塚など後期の貝塚が所在する。

D:大岡川流域貝塚群

大岡川流域、古六浦湾に面した横浜市域の貝塚

群で、平台貝塚、元町貝塚、稲荷山貝塚、杉田貝

塚など前期から晩期まで11カ所の貝塚が所在す

る。近年、元町貝塚、杉田貝塚、稲荷山貝塚の調

査が行われた。貝層が厚く、貝類、魚類、哺乳類

などの動物相と漁携活動を把握するのに豊富な成

果をもたらした。

E:三浦半島海岸部貝塚群

横浜市域の古平潟湾､横須賀市域の古久里浜湾、

三浦市域の古金田湾などに面した貝塚群で、16カ

所が知られる｡古平潟湾側には横浜市称名寺貝塚、

青ケ台貝塚、野島貝塚、横須賀市夏島貝塚など早

期、中期、後期など著名な貝塚がある。古久里浜

湾に注ぐ平作川流域には、早期末葉の海進最高期

に形成された横須賀市吉井貝塚をはじめ、江戸坂

貝塚、高坂貝塚など中期､後期の貝塚がまとまる。

2貝塚の形態

斜面貝塚

台地の斜面に形成された貝塚で、居住域から離

れたところが選ばれた。早期から晩期まで全時期

に認められるが、早期の貝塚の多くは半島状地形

の先端斜面に形成された。

層をなすものは長時間を経て堆積したことを示

一一

第2図斜面貝塚
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住居祉内貝塚

廃絶住居やその窪地に形成された貝塚である。

ブロック状に堆積するものが一般的である。住居

の廃絶後、短期間のうちに貝を投棄したものと考

えられるが、三浦市諸磯貝塚や横浜市西ノ谷貝塚

では住居j止の柱穴に貝が入り込み、覆土を経て、

再び貝層が堆積する例がある（赤星直忠他1938、

忍澤成規2003)。

茅ヶ崎市西方貝塚、横浜市上台貝塚、寒川町岡

田遺跡などのように単数の住居に残される場合と、

定型的集落の複数の住居に残される場合がある。

複数の場合は半円形や環状の規模の大きい貝塚を

形成することになる。前期の横浜市北川貝塚、南

堀貝塚、折本貝塚、西ノ谷貝塚、後期の茅ヶ崎市

すものである。そこでの上下の貝層は、八木壯一

郎氏が川崎市南加瀬貝塚の調査で縄文式土器と弥

生式土器の時間差を確認したように（八木壯一郎

1907)、相対的年代の把握を可能にしている。横須

賀市夏島貝塚、平坂貝塚、茅山貝塚の斜面貝層は

撚糸文土器一無文士器一沈線文士器一条痕文土器

の編年的研究に大いに貢献した。

ブロック状をなすものもある。小起伏のある地

形の凹所に堆積し、堆積量が肥大化すると連なっ

て層をなすことになる。複数のブロックには多少

の時間差が認められる場合があるが、ほぼ同一時

期に形成されている。

平坦面貝塚

台地の縁辺部の平坦面および緩斜面に形成され

た。集落化が進む前期以降の貝塚に多い。茅ヶ崎

市久保山A遺跡のように集落内の居住空間に小範

囲に形成されるものと、横浜市三ツ沢貝塚、称名

寺貝塚、藤沢市西富貝塚、遠藤貝塚のように弧状

や半円形の広がりをもって形成されるものがある。

久保山A遺跡では3×4mの範囲にダンベイキサ

ゴとヤマトシジミの塊が集合し､注口土器､土偶、

耳栓が伴出した（成田勝範他1997)。多量の祭祀

的遺物との共伴状況は、この貝塚の性格に特異性

を感じさせた。広がりのある形状を形成する貝塚

は埋葬人骨を検出することがあり、葬送の場所と

の関わりを考えさせられる。

堤貝塚などはこうした形状をとる例である。

｛

－

横浜市西ﾉ谷貝塚

第4図住居祉内貝塚
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土塘内貝塚

集落内の住居間や平坦部に形成された土壌中に

埋存する貝塚である。土壌全体を埋め尽くすこと

はなく、ブロック状に堆積する。

横浜市折本西原遺跡では長径133～213cm,短径

93～200cm､深さ37～81cm間の楕円形土壌が7基

発見された（岡田威夫他1988)。このうち貝ブロ

ックが検出されたのは2基で、中期初頭の五領ヶ

台式期に所属する。土壌を掘り返して、貝を投棄

している。一例は45×30cmの範囲に、他の一例は

径約20cmの範囲にハイガイ､オキシジミを主体に

遣存されていた。横浜市山田大塚遺跡にも類例が

ある（中村若枝1990)。早期と後期を中心に85基

の土壌が発見されている。早期は落とし穴、後期

は墓壌と貯蔵穴と考えられており、全体の77.6％

は貯蔵穴である。貝ブロックが検出されたのは1

基で、堀之内I式期にあたる。 118×121cmの不正

円形、深さ162cmの土壌の中ほどから検出された

が､100個体程度の少量で90%以上がハマグリであ

った。折本西原遺跡の場合と同様に土壌の収容量

からすると、極めて少ない遺存量である。こうし

た状況は貝自体の貯蔵目的でなく、別のものを貯

蔵するための一材料であったことも考慮すべきか

もしれない。

3貝層の断面

古環境の復原

貝塚は当時の海岸線付近の台地上に形成されて

おり、貝層の構成貝類は近くの海況を示している

と一般的に考えられている。そのため、貝塚の分

布と構成貝類は貝塚形成時の海岸線や古環境を調

べるのに有効なものとされる。近年、地質・古生

物学の分野からの研究成果が加えられている。 自

然貝殻層中の貝化石と貝塚の構成貝類を対比して、

貝塚形成時の古環境の変化を探ることが可能にな

ってきた（松島義章1974)。松島氏の報告資料に

よれば（松島義章1996)、草創期から早期前葉の

海面は緩やかな上昇があり、現在より約-40mの

位置にある｡早期中葉にかけて急激な上昇となり、

約6500年前に現在の海水面を超え､早期末葉から

前期前半には＋3.5～+4.4mの高い位置に到達し

た。海進最高期直後の前期末から中期初めになる

と低下が始まり、＋1.5mまで下がる。後期にかけ

ては若干上昇をみるが、晩期から弥生期にかけて

再び低下し、多少の上下があって現在に至る。
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この成果を踏まえると、早期前葉から海進最高

期までの海面は､海抜約-40nlから+4.4mまで上

昇を続けたことになる。このことは早期前葉の夏

島式期から前期前半の黒浜式期の間に形成された

貝塚のうち､海抜約+4.4m以下の地形上に形成さ

れた貝塚は海面上昇のため、海中や海成沖積層の

下に埋没あるいは海食作用によって、消滅してし

まったことが考えられる。海抜Omに海面が達す

るのが早期末葉であるとすれば、これ以前に埋没

段丘や埋没波食台の地形上に形成された可能性の

ある貝塚は現在、存在を確認できない。夏島式期

や子母口式期の貝塚が少ない理由にあげられるも

のであろう。

横須賀市吉井貝塚の貝層（赤星直忠1962）は、

海進から海退への環境変化を示す例である。下層

は早期末葉には海面上昇が速く、湾奥には泥質の

干潟が発達してマガキやハイガイの生息に適した

環境がつくられことを示す。上層は中期後葉にか

けて上昇が緩み、湾は砂質の干潟に変わり、岬の

先端は岩礁海岸化したことを示している（松島義

章1988)。

生業を導く

貝層から出土する生活遺物は生業や活動域の問

題を導いている｡貝類や魚類は生息域が規定され、

これらの採取、採捕のために生息域へ出向くとい

う人の行為をみることができる。

貝塚は構成貝類の生息域による類別から沿岸性

貝塚、内湾性貝塚、汽水性貝塚に大別できる。実

際には、異なる生息域の貝類が割合を変えながら

混在する場合が多い。近年､貝類や魚類の生息域

を示す資料をもとに、生業に関する問題をとりあ

げた研究が増えつつある。相模湾沿岸部の貝塚群

（川口徳治朗1982、桜井準也1999)、三浦半島海

岸部の貝塚群（劔持輝久2000)、東京湾沿岸地域

の貝塚群（松田光太郎2006）などがそれで、各地

域の貝塚群を形成時期、形成地点、同時期の集落

遺跡と関わらせながら採貝・漁携活動のあり方を

検討している。

貝塚からは全時期を通じてシカとイノシシを中

心にウサギ、タヌキ、サルなど多くの動物骨が出

土する。小田原市羽根尾貝塚で傷痕や破砕痕のあ

るシカとイノシシを主体とする動物骨が多量に出

土した。捕獲後の解体場をｲ方佛させるものだが、

ここでの動物骨の総量は魚骨よりはるかに多く、

狩猟の依存度が高い中での漁携活動であったこと

が推測される。

木の実など植物採集の形跡は遣存度が低いため

全体像がつかめない。確認できるものとしてクル

ミ、クリ、 ドングリ、 トチなどの堅果類やヤマノ

イモ、クズ、ヒシ、ヒョウタンなどがあげられる。

羽根尾貝塚の泥炭質包含層から大量のクルミが集

中して出土した。これに伴って石Ⅲ､凹石､磨石、

敲石、礫器など木の実の加工､調理用具と考えら

れる石器類が多量に出土している。横浜市下組東

貝塚をはじめ（戸田哲也他2006)、多くの貝塚か

らこうした石器類が普遍的に出土しており、植物

採集が通常的に行われていたことが予想される。
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の横須賀市平坂貝塚である（岡本勇1953)。貝層

下のローム層面より膝関節を僅かに屈曲し、傭臥

の姿勢をとって出土した。鈴木尚氏はこの骨を鑑

定し、身長163cm以上の熟年男性で、歯の磨滅痕

が激しく、幼年から栄養失調を繰返し、骨賂に老

年性の変化がみられるとした（鈴木尚1953)。

前期の人骨出土例は平塚市万田貝塚と小田原市

羽根尾貝塚にある。万田貝塚では獣骨や魚骨と共

に頭蓋骨、下顎骨などが出土した（山崎直方ほか

1925)。羽根尾貝塚では貝層上面より、やや散乱状

態で、手足を強く折り曲げた屈葬のかたちで出土

した。明瞭な掘り込みや副葬品は確認されていな

い。中期の明確な出士例は横浜市称名寺貝塚群の

I貝塚である（金子浩昌1984)。 3体が出土し、

中期末葉に所属する。 1体は貝層間の士層を掘り

込んで、頭骨を上に各部所の骨を折り重ねた状態

で埋葬されていた。二次埋葬と考えられ、成人女

性骨である｡他の2体は別々の貝層から出土した。

いずれも成人男性の下顎骨のみの出土である。

交易

交易に関する資料として、オオツタノハガイ製

貝輪と黒曜石について触れる。

オオツタノハガイ製貝輪

神奈川県内出土例は横須賀市吉井貝塚（神沢勇

-1962)と横浜市宮の原貝塚（金子浩昌1972)に

各1例ある。吉井貝塚例は早期末葉、宮の原貝塚

例は中期に所属する。オオツタノハガイは潮間帯

より水深10mの岩礁に生息し､現在では伊豆七島、

小笠原諸島以南に分布し、奄美諸島、沖縄諸島に

生息域の中心がある。吉井貝塚と宮の原貝塚のい

ずれも、構成貝類の中にオオツタノハガイは含ま

れていない｡この現象は三浦半島以北の関東地方、

東北地方の検出例のある諸貝塚でも同様である。

このことは、これらの地域がオオツタノハガイの

生息する地理的環境になかったことを意味し、オ

オツタノハガイ製貝輪が製品として南の遠隔地か

ら搬入されたことを示唆している（川口徳治朗

1989)。

黒曜石

縄文時代を通じて､一般的な石器の素材である。

黒曜石は火山岩の一種で、溶岩の珪質分が急冷し

て固まったものであるから、河原や渓谷に出向け

ば容易に入手できるというものではない。産出地

は限定され、そこから運ばれる黒曜石の道があっ

た｡神奈川県内遺跡で出土する黒曜石は信州系産、

神津島系産、箱根系産のものがある。平塚市五領

ケ台貝塚（日野一郎他1970）と横浜市源東院貝塚

（坂詰秀-1954)では大型の板状片や多量の剥片

が出土した。五領ヶ台貝塚出土の黒曜石は70%が

神津島系産と考えられている。原石のまま搬入さ

れ、貝塚内で製品に加工されたのであろう。
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4葬送のかたち

貝層に関わって葬送の遺構が発見されることが

ある。神奈川県内最古の人骨出土例は、早期前半

小田原市羽根尾貝塚

第9図埋蔵人骨（1）
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後期になると出土例が多い。 1906 （明治39）年

にN.Gマンローが横浜市三ツ沢貝塚の発掘で4

体の人骨を発見している。 2体は伸展葬、 2体は

頭蓋骨のみである。称名寺貝塚群のD貝塚で16

体、H貝塚で1体出土している。D貝塚出土例の

うち12体は貝層下の砂層より、約22㎡の範囲中

にまとまって出土し、集合墓地の様相を呈してい

た（吉田格他1968)。男性5体、女性2体、性別

不明5体で、熟年が多く6体、壮年3体、幼児2

体、胎児1体であった（小片保1968)。埋葬の形

態は仰臥伸展葬が2体、仰臥屈葬3体、士器中に

胎児骨破片の入ったもの1体であった。熟年男性

で仰臥屈葬の1体は下顎に抜歯がみられた。横浜

市稲荷山貝塚からは6体が出土している（松田光

太郎他2002)。そのうち3体が埋葬形態を知るこ

とができる。 1体は仰臥伸展葬の成人女性で、頭

部を消失しているが､脚部は貝層中から出士した。

他の2体は深鉢形土器中に埋納されていた。共に

胎児骨あるいは新生児骨が入っていた。称名寺貝

塚でも同様に胎児骨の入る埋葬例が確認されてい

る｡この貝塚からは鉢形土器中にイヌ骨が入る例、

倒置の鉢形土器に貝殻が入る例、掘り方に埋設さ

れた深鉢形土器中に灰が入る例などがある。これ

らが葬送と関わるものなのか注目される。大磯小

学校遺跡からも微量な貝類が散在する包含層で2

体の人骨が出土している。 1体は詳細が不明であ

るが、 1976（昭和51）年の調査では頭部を鉢形士
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器で被った状態で出土した（鈴木一男1976)。士

器は口縁部を下に向け、頭蓋骨、頚骨、鎖骨を被

い、完全遺体の頭部までを被う埋葬形態であった

と考えられている（森本岩太郎他1976)。この人

骨は壮年男性で、左上顎に抜歯が認められた。茅

ヶ崎市堤貝塚と藤沢市遠藤貝塚にも出土例がある。

堤貝塚は混士貝層中より頭蓋骨と大腿骨が散乱状

態で出土した（岡本勇1968)。遠藤貝塚では貝層

中より1体、貝層下より3体が出士した（寺田兼

方他1993)｡貝層中の1体は散乱状態での出土で、

熟年男性の下肢骨であった（森本岩太郎1993)。

貝層下の3体は深さ25cm前後の楕円形土壌内に

埋葬されていた。 2体は側臥と仰臥の屈葬のかた

ちをとり、 120×60cmと120×70cmの土壌内に埋

葬されていた。いずれも壮年男性骨で抜歯されて

いた。別の1体は190×60cmの土壌内に仰臥伸展

葬のかたちで埋葬され､胸中央部には10×6cm大

の河原石が置かれていた。壮年女性骨で、これも

抜歯されていた。
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おわりに

神奈川の縄文文化について、貝塚情報から概観

してみた。縄文遺跡の約3％の貝塚資料だけでは、

縄文文化を語りきれない。しかし、貝塚情報なく

しては解明できないこともある。古環境の復原、

生業に関わる活動域、葬送などの問題がそれであ

る。近年、 自然科学分野の参加があって、こうし

た研究はかなり進んでいる。一方で貝塚が関わる

遺構、遺物の考古学的分野の研究は更に精査する

必要がある。既に調査が終わり、庫に収められた

貝塚資料がある。新たな視点での研究は、これら

の資料をもう一度とり出して新たな情報資料とし

て復活させることになる。なお、本発表に際し、

「神奈川の貝塚に学ぶ会」の諸氏より資料提供を

受けた。お礼を申し上げる。
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神奈川県博物館協会会報第32号

赤星直忠1962職須賀市吉井城山第一貝塚調査概報(一)」

横須賀市博物館研究報告（人文科学） 6

澤真澄･松島義章・澤祥1988「三浦半島平作川低地の完

新世の古地理」『神奈川の自然と人文』伊倉退蔵先生

退官記念論文集

松島義章1996「貝類群集による完新世の環境変遷一横浜市

南部金沢八景の平潟湾を例として－」関東平野4

川口徳治朗1982｢相模湾沿岸地域の徹時代貝塚出土の構

成貝類について」鎌倉第40号

桜井準也1999「貝塚出土の動物遣存体からみた活動域一相

模湾沿岸の縄文貝塚を事例として－」東国歴史考古学

研究所紀要第1集

劔持輝久2000「三浦半島古久里浜湾における縄文時代の漁

携について－自然環境･魚介類･漁携具の関係を中心

として－」考古学論究第7号

化財発掘調査報告書第1集

岡本勇1968 「堤貝塚」文化財資料第二集

寺田兼方・澤田大多郎1993「遠藤貝塚｣藤沢市西部開発地

域内埋蔵文化財発掘調査団

森本岩太郎1993｢遠藤貝塚出土人骨について」「遠藤貝壌I

藤沢市西部開発地域内埋蔵文化財発掘調査団
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ウンにおいても調査が行われ、武蔵野ローム層下

部から「石器」が出土したと報告された。

1980年代後半になると、この時代の研究は大方

の研究者に受け入れられ、 1990年代には約十五万

年前を境に「前期旧石器時代」 と 「中期|日石器時

代」に分けられるなど編年研究も発表された。ま

た、宮城県「上高森｣や埼玉県「小鹿坂」では「石

器埋納遺構」や「建物遺構」なども発見・報告さ

れ、その高度な文化内容が注目された。

2000年11月、報道機関により 「上高森」での

遺跡握造の瞬間が映像によって暴かれた。これま

で発見された「前期・中期|日石器時代遺跡」のほ

とんどの調査に握造の映像に映し出された人物が

関与していたことから、 日本考古学協会を中心に

学界と行政の協力により綿密な検証作業が行われ

た（日本考古学協会2003他)。その結果、 「座散

乱木」以降調査された「前期・中期旧石器時代遺

跡」のほとんどが縄文時代の石器を埋め込み握造

された可能性が極めて高いという結論が出され、

遺跡握造が20年余りにわたり継続的に行われて

いたことが明らかにされた。そして、教科書の内

容は書き替えられ、歴史博物館では展示内容の変

更を迫られた。

遺跡握造事件がここまで重大で深刻な問題にな

ったのは、もちろん裡造を行った本人に最大の責

任があることは言うまでもないが、長年チームを

組んで一緒に調査を行ってきた関係者と、 さらに

は、こうした調査結果を無批判に受け入れていた

私を含む多くの研究者と学界全体に責任があり、

背景としては常に最古・最大といったトピックス

1 ．はじめに

｜日石器時代の研究はいまだ歴史が浅く、これま

でに実施された主要な遺跡調査の大半が過去30

年に行われたものであり、研究が大きく進展した

のも最近のことである。

ここでは、これまでの本県の遺跡調査・研究に

ついて、①重層遺跡の調査と石器群の編年研究、

②石器の遺跡間接合、③新発見の各種生活遺構を

取り上げ、その成果と課題を概観することにした

い。

また、この30年の問には、日本考古学界にぬぐ

い去ることのできない大きな汚点を残した遺跡握

造事件も起こった。本県の遺跡調査・研究は、幸

いにしてこの事件には直接関係しなかったが、こ

の事件は、旧石器時代研究の問題だけではなく、

教科書の内容などにも直接影響し社会問題ともな

った大事件であり、まず最初に取り上げることに

したい。

2．遺跡握造事件について

日本列島に3万年前を遡る「前期|日石器文化」

が存在したかどうかについては、 1960年代後半に

盛んに論争が繰り広げられたが、 1976.1979年に

行われた宮城県「座散乱木」の調査によって「前

期旧石器文化」が確実に存在するという決着がな

された。その後、宮城県「馬場壇A」 ・ 「高森」な

どの調査により旧石器文化の起源は数十万年前の

原人段階にまで遡るとされた。そして、北海道か

ら関東地方までの広範囲から多数の｢同種の遺跡」

が発見され、本県に隣接する東京都多摩ニュータ
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うに報告され､膨大な資料が蓄積された｡そして、

相模野台地に厚く堆積する関東ローム層の出土層

位にもとづき石器群の編年研究が進められ、他地

域にはみられない精綴な相模野編年が確立された。

その成果と課題については､2001年3月の神奈川

県考古学会考古学講座「相模野旧石器編年の到達

点」において詳細に報告されていることから（神

奈川県考古学会2001)､誌面の関係もありここで

は省略する。

的な話題を追求するマスコミの姿勢もあったと考

えられる。幸い、本県はこの遺跡握造事件の直接

的な影響は受けていないが、こうした遺跡握造は

今後ともまったくありえないとは言えず、常に調

査内容に対する確認・検証といった批判的な姿勢

が求められる。

なお、検証作業が終了した現在、 日本列島に人

類が最初に居住したのはいつのことかあらためて

問題提起されている。南関東では、綾瀬市吉岡遺

跡群D区B5層や東京都中山谷遺跡X層下部など

立川ローム層基底部の石器群が約4万年前とされ、

その下層の武蔵野ローム層からは石器の出土は確

認されていない。南関東以外でこの年代を遡る可

能性のある石器群は、遺跡握造と無関係の遺跡や

その後の新たな調査例を含め、岩手県金取遺跡、

長野県石子原遺跡・竹佐中原遺跡、長崎県入口遺

跡、宮崎県後牟田遺跡などがあるが、これらの石

器群の評価はいまだ確定していない。

4．石器の遺跡間接合とその意味するもの

2000年7月、綾瀬市吉岡遺跡群B区（第2次調

査）の石器と藤沢市用田鳥居前遺跡(第21回発表

会）の石器が接合した。これは、両遺跡から同じ

B1層下部の石器群が出土しており、しかも両遺

跡の整理作業が同じ調査機関により同じ施設内で

並行して行われていたという好条件が揃っていた

とはいえ、 2mも離れた別遺跡の石器が3個体も

接合したということは、 ｜日石器時代の遺跡群のあ

り方を理解するうえで画期的な出来事である（か

ながわ考古学財団2002, 2003)。

遺跡から出土した全石器を原石の母岩別（個体

別資料）に分けて接合作業を試みるという石器群

の分析方法は、 1966年と1973年に調査が行われ

た埼玉県砂川遺跡の報告を契機として本格的に始

められた。

ナイフ形石器文化後半の石器群は、通常、数箇

所のブロックとよばれるまとまりをなして出土す

るが、各ブロックの出士石器を原石母岩ごとの個

体別資料に分けて観察すると、他の遺跡やブロッ

クで製作され持ち込まれた石器と、そのブロック

内で製作され残された石器の二種類の石器群から

構成される。そして、ブロック内で製作された石

器の一部は、他のブロックや遺跡外に持ち出され

て使用されている。このように、石器製作作業と

いう行為をとおしてブロック間の石器の供給と移

3．重層遺跡の調査と石器群編年研究の進展

1977年7月～12月に調査が行われた綾瀬市寺尾

遺跡（第2回発表会）は、本県における重層遺跡

の大規模な発掘調査の先駆けとして注目される。

特に、AT直下から多量に出土した黒曜石製ナイ

フ形石器を中心とする石器群や、ローム層上部か

ら出士した土器と石斧を伴う槍先形尖頭器石器群

は、それぞれ関東地方のⅥ層段階のナイフ形石器

石器群と御子柴系石器群の標識的な資料として位

置づけられている（神奈川県教育委員会1980)。

その後、大和市下鶴間長堀遺跡（第4回発表会)、

座間市栗原中丸遺跡(第6回発表会)、海老名市柏

ヶ谷長ヲサ遺跡・相模原市橋本遺跡（第7回発表

会)、大和市長堀南遺跡・藤沢市代官山遺跡（第8

回発表会)､大和市月見野遺跡群上野遺跡第1地点

（第9回発表会)、相模原市中村遺跡（第10回発

表会）など、重層遺跡の大規模な調査が毎年のよ
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丘陵上に立地し、南北に約2キロメートルの距離

を隔てて位置する（第1図)。

吉岡遺跡群B区の遺物群Ⅳ(B1層）では、 2

ブロックないし3ブロックからなるユニット’箇

所が礫群1基を伴って発見され、ナイフ形石器な

ど合計732点の石器群が出士している。この石器

群は、 38の母岩（個体別資料）に分けられ、 ’1

以上の母岩で盛んに石器製作作業を行っていたこ

とが明らかにされたが、このうち3母岩について

用田烏居前遺跡の石器との接合関係が確認された

のである。接合関係の認められた個体別資料のう

ち硬質細粒凝灰岩を石材とする母岩NO.W1は、ナ

イフ形石器・剥片類．石核など合計212点の石器

動の関係が明らかにされたが、こうした石器の供

給と移動の関係は、ブロックをこえた遺跡単位で

も存在すると想定されていた。また、大規模な遺

跡から発見される多数のブロックは、個体別資料

の共有関係や石器・礫の接合関係などがみられ、

相互に強い結びつきが認められる数箇所のユニッ

トとよばれるブロック群に分けることができる。

こうしたユニットは、一集団が同時に居住した集

落規模を示し、各ユニットは、集団が回帰的に移

動する遊動生活によって繰り返し居住した結果、

残されたものと考えられている。

ここで吉岡遺跡群B区と用田鳥居前遺跡につい

てみてみると、両遺跡は、 ともに目久尻川東岸の
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た礫群を除き、縄文時代以降の遺跡にみられる竪

穴住居趾などの生活遺構が発見されることはきわ

めて少ない。多くの場合、石器と石器の製作途上

で生じた石片などの出土によって生活の場所（遺

跡）であることが判明する。しかしながら、これ

までの30年間の遺跡調査により､少数例ながら明

確な生活遺構が発見された遺跡もあり、旧石器時

代の生活文化を知る重要な情報を提供している。

以下、これまで発見された主な生活遺構を取り上

げ、その提起する問題点について述べることにし

たい。

住居状遺構

平成9年2月～8月に調査が行われた相模原市

田名向原遺跡（第21回発表会）は、相模川を臨む

陽原段丘上に立地するナイフ形石器文化終末期の

遺跡であり、全国的にも稀少な住居状遺構が発見

されたことから､平成11年1月に国史跡に指定さ

れ保存がはかられた。その後、平成13年7月～8

月には、史跡整備を目的とした調査が実施されて

いる（相模原市教育委員会2003, 2004)。

住居状遺構は、竪穴の存在こそ確認されなかっ

たが､径10mほどの外周円礫によって外部と画さ

れ、その内部を径6m前後に巡る10箇所の柱穴、

中央に位置する柱穴と炉趾各2箇所が確認されて

いる。外周円礫が住居の内外を画することは、遺

物分布状態によって示され、多量に出土した石器

や剥片類は外周円礫の内部に限定して分布してお

り、壁材の存在も想定される。また、柱穴の配置

からは､2本の棟持柱を中心に10本の柱によって

屋根を支えた住居が想定され、内部に2基の炉を

もつ（第2図)。

外周円礫の性格は明らかにされていないが、富

士玄武岩を主な石材とする磨石状円礫が多く、円

礫とともに石核や大形剥片なども分布する｡また、

遺構内部からは、 200点近い槍先形尖頭器を中心

に、ナイフ形石器、掻器、削器、模形石器等の石

から構成され、その接合資料をみると人頭大に近

い大形の河原礫を3個体以上に分割して剥片生産

を行いナイフ形石器などを製作している｡そして、

分割した個体（石核）の一部と素材剥片や加工さ

れた石器の一部が遺跡外に持ち出されており、用

田鳥居前遺跡から出士したナイフ形石器1点と剥

片類3点がこの母岩と接合した｡また､黄玉石(碧

玉）の母岩NO.W3と珪質頁岩の母岩NaⅣ20は、前

者がナイフ形石器や剥片類など28点､後者が剥片

類12点の石器から構成され､吉岡遺跡群B区では、

ともにわずかな剥片生産と石器の加工が行われた

だけで石核などが遺跡外に持ち出されており、用

田鳥居前遺跡から出土した黄玉石の彫器1点・剥

片2点と珪質頁岩の剥片1点がそれぞれの個体に

接合した。

一方、用田鳥居前遺跡第Ⅳ文化層(B1層）で

は、互いに個体別資料の共有関係や石器の接合関

係が認められない3箇所のユニットと大型炭化材

の集中が1箇所発見されている。第3．4石器集

中地点とよばれる2ブロックから構成されるユニ

ットは、散漫な礫群2基を伴い、ナイフ形石器な

ど合計45点の石器が出土している｡このうち叩石

と台石を除く28点の石器は11の母岩（個体別資

料）に分けられ、 2個体でわずかな剥片生産の痕

跡を残すだけで、大半は吉岡遺跡群B区など他の

遺跡において製作された石器であり、この遺跡に

移動してきた際に持ち込まれたものである。

このように、吉岡遺跡群B区と用田鳥居前遺跡

の石器の接合は、旧石器時代の集団が目久尻川に

沿って遊動生活を行っていたことを具体的に証明

するものであり、個体別資料分析によって集団が

遺跡間を回帰的に移動したとする仮説を裏付ける

重要な証拠といえる。

5．各種生活遺構の発見とその評価

旧石器時代の遺跡では、焼けた河原礫が集合し
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第2図田名向原遺跡の住居状遺構とその復元案'復元案（相模原市教育委員会2004)

器は、黒曜石を主要石材とするが、その黒曜石産

地をみると信州蓼科を中心に信州和田峠、信州諏

訪、伊豆柏峠、箱根畑宿、北関東高原山など各地

の黒曜石がみられ、石器製作作業は何回にもわた

って断続的に行われたと想定される。田名向原遺

跡が残された時代は､遺跡が立地する陽原段丘(塩

田面）が形成された直後で、住居状遺構は川面と

ほとんど高低差のないまさに川くりに構築された

建物であったことと、長期間にわたり断続的に建

物が使用されたと考えられることから、住居状遺

構は、秋に遡上するサケなどを対象とした季節的

な河川労働に関係した番屋的な施設で、槍先形尖

頭器は漁携活動にも使用された可能性が考えられ

る。

石囲い炉

1985年7月～1995年3月に調査が行われた清川

村宮ヶ瀬遺跡群（第14回発表会）では、複数の遺

跡から石囲い炉が発見された（第3図、かながわ

考古学財団1996他)。

L1H層から槍先形尖頭器石器群を伴って発見

されたサザランケ遺跡の石囲い炉は､20点余りの

拳大から幼児頭大の河原礫を｢U字形｣ないし「．

器とおもに槍先形尖頭器の製作時に生じた2,500

点をこえる多量の剥片類が出土している。調査時

の掘り下げは、柱穴や炉吐が確認された遺構面ま

でしか及んでいないことから、住居状遺構にはさ

らに多量の石器が残されていると考えられる。

次に、田名向原遺跡と住居状遺構の性格につい

て検討してみよう。

田名向原遺跡の住居状遺構では、槍先形尖頭器

を中心とした石器製作作業を盛んに行っていたこ

とが明らかにされたが、住居状遺構と時期を同じ

くする槍先形尖頭器を中心とした石器群は、住居

状遺構の周辺からも数箇所のブロックを形成して

出士しており、各ブロックでも槍先形尖頭器など

の石器製作作業が行われている。また、ブロック

に隣接して礫群も発見されている。こうした遺跡

のあり方は、住居状遺構を除けば相模野台地の遺

跡群にごく普通にみられるもので、田名向原遺跡

は、回帰的な遊動生活を行っていた集団が数回に

わたり少しずつ場所を替えてユニットを形成した

と考えられる。こうした中で、住居状遺構は建物

施設として堅固に作られ、槍先形尖頭器の製作作

業を長期間行っていたとみなされる。槍先形尖頭
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サザランケ遺跡第Ⅲ文化層P1号炉祉 中原遺跡第v文化層P1号炉杜

第3図宮ヶ瀬遺跡群の石囲い炉

の字形」に配し、 1.0m×0.7mの規模をもつP1

号炉祉など2基確認された。炉祉の内部からは焼

土と炭化物が検出され、中央部のローム層は赤黒

く変色して硬化しているのが特徴的に観察された。

2基の炉祉は、 ともに石器と剥片類が集中したブ

ロックを形成しており、炉の傍らで槍先形尖頭器

等の石器製作作業を行っていたことを示している。

B1層下部では、中原遺跡から1基、上原遺跡

から2基の石囲い炉がナイフ形石器石器群を伴っ

て発見されている。これらの炉趾は、サザランケ

遺跡のP1号炉祉とは異なり、焼土と炭化物が検

出された周囲に拳大から幼児頭大あるいは人頭大

の河原礫を散漫に配したもので、上原遺跡では、

このほか礫を伴わず焼士と炭化物だけが検出され

た炉趾（地床炉） 1基も発見されている。いずれ

も焼土が確認された範囲は長径70cm前後の楕円

形をなし、中心部は赤黒く変色して硬化したロー

ム層が特徴的に観察され、炉杜は石器が分布する

ブロック内またはブロックに隣接して位置してい

る。

石囲い炉は、県内では宮ヶ瀬遺跡群以外に検出

例は知られないが、県域をこえて西方に隣接する

箱根山麓や愛鳫山麓の遺跡群から10例報告され

ており、その時期は、宮ヶ瀬遺跡群と同様のナイ

フ形石器文化後半を中心に、AT相当層のナイフ

形石器文化前半から細石刃文化まで広範に及ぶ。

県内では、石囲い炉が宮ヶ瀬遺跡群以外から発見

されていないことは、はたして地域的な特徴とし

てとらえうるのか､あるいは宮ヶ瀬遺跡群の場合、

ローム層堆積の条件などが相模野台地と異なって

焼土等の検出が容易だったのか、今後検討を要す

る。宮ヶ瀬遺跡群では、炉吐中央部のローム層は

いずれも赤黒く変色して硬化していることが観察

されており、今後の旧石器時代遺跡の調査では、

こうした特徴の観察が炉趾検出のキーポイントと

なりうる。

大形炭化材

1994年4月～1998年12月に調査が行われた藤

沢市用田鳥居前遺跡（第21回発表会）からは、大

形炭化材が発見された（かながわ考古学財団

2002)。

炭化材が発見されたB1層では、 50m×30mの

範囲に1～2ブロックから構成されるユニットが

3箇所確認され、その西側から大型炭化材が集中
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須賀市打木原遺跡（第25回発表会）からは、陥穴

状土坑群が発見された（第4図、横須賀市教育委

員会2002)。

陥穴状士坑が検出された層位は、AT下位のB

3層下部～B4層上部で､士坑は､確認面で径1.0

~1.5m、坑底で径0.4～0.6m、深さ1．1～1.61n

の断面逆台形の円形をなし、 10m前後の間隔をお

いて4基ないし5基がほぼ南北に直線状あるいは

緩やかな弧状をなして配置されている。打木原遺

跡では、この9基のほか1986年～1989年に行わ

れた確認調査においても同様の陥穴状士坑が2基

発見されている。

県内の旧石器時代遺跡においてこうした陥穴状

士坑は、同じ三浦半島の佐島の丘遺跡群一本松遺

跡とがんだ畑遺跡で発見されているが、相模野台

地ではまったく発見例がない。これに対して、静

岡県の箱根山麓と愛贋山麓では、打木原遺跡と同

じ特徴をもつ陥穴状土坑群が多数発見されている。

それらは、やはりAT下位のBBⅢ層から検出さ

れ、円形の陥穴状土坑が数mの間隔を置いて直線

状あるいは弧状に並び、尾根や谷地形を横断する

配置が特徴的にみられる。こうした陥穴状士坑群

して発見された。炭化材は、 1.6m×0.8mの範囲

に5箇所の集中部(固まり）をなして出土したが、

樹種はすべてトウヒ属の材である。中央の第3集

中部は､分厚い板状の材が直立した状態で出土し、

その下部からは明瞭なピットが検出されている。

これらの炭化材の周辺からは石器や焼け礫などは

出土しておらず、炭化材には明確な加工痕跡も認

められないことから確実な人為施設とは断定でき

ないものの、ピットの存在と炭化材の出土状態か

ら板状の材を掘立柱状に建ててあったものが落雷

などによる火災によって崩れ落ちて炭化した可能

性が考えられる。

用田鳥居前遺跡のB1層から発見された3箇所

のユニットは、相互に石器の接合関係や母岩の共

有関係が認められず、それぞれ異なった時期に残

されたことが想定される。それは、同じ集団が回

帰的な遊動生活を行ったことによるもので、掘立

柱状の施設が存在したとするならば、それは繰り

返し同じ地点に戻るためのランドマーク的な性格

をもったものと考えられる。

陥穴状土坑群

2000年10月～2001年3月に調査が行われた横

第4図打木原遺跡の陥穴土坑とその配置図
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については、地形に沿って動物を追い込み陥穴で

捕獲する狩猟方法などが考えられている （今村

2004)。

打木原遺跡では、幅500mをこえる平坦な台地

の中央一部が調査されただけで､現状においては、

こうした陥穴状士坑群が長井台地全体にどのよう

に配置されているのか明らかにされていない。し

かし、 これまでは石器資料しかなかった|日石器時

代の生業を知る手掛かりとして陥穴状土坑群も加

わり、徐々にではあるが|日石器時代の生活の内容

が解明されつつある。

石器石材採取・選別遺構（？）

2000年7月～9月に調査が行われた藤沢市NO.211

遺跡（第25回発表会）では、相模原段丘直下の低

位段丘上に形成された礫層崩壊地の調査が行われ、

その末端部について硬質細粒凝灰岩など礫層起源

の石器石材を採取・選別した遺構と想定された。

その根拠として、礫種や礫の大きさ等が崩落礫層

の中心部と異なり選択性が働いているとみなされ

ること、試し割りを行ったと考えられる分割され

た礫やハンマーに使用した叩石と考えられる礫が

存在することなどが指摘された。しかし、崩落礫

層の末端部という場所を考慮すると、これらはい

ずれも自然の営力で形成された可能性も考えられ、

製品として持ち込まれた一部の石器を除けば確実

に人為的な遺構・遺物であるとは断言できない。

の調査で提起されたような石器石材の採取・選別

遺跡がどのようなかたちで存在するのか探索・検

討する必要があることなどがあげられる。
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文化財調査報告書106．まとめ

小稿では、旧石器時代研究でもっとも関心の高

い石器群の編年研究についてはあえて多くをふれ

ず、近年注目された石器の遺跡間接合や各種の生

活遺構の評価を中心に遺跡の構造や居住様式など

の研究状況を紹介した。これは、最近の旧石器時

代研究の動向を反映したもので、近年ようやく編

年研究以外の多様な研究が活発に行われるように

なった。今後の課題としては、藤沢市NOb211遺跡
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神奈川県遺跡調査・研究発表会発表遺跡一覧の作成について

1977年6月26日に横浜市の開港記念会館で開催された「神奈川県遺跡調査・研究発表会」は今年で

30回を数える。当初は準備委員会形式で行われていた発表会も、第15回からは神奈川県考古学会が中

心となって引き継ぎ、無事30年間途切れることなく継続されてきた。

発表会は、原則として前年度県内において実施された発掘調査の中で注目される調査研究について報

告を行ってきている。調査発表に比べ研究発表が少ないとの指摘もあるが、本発表会の目的は、多くの

人に遺跡調査の情報をいち早くお伝えすることが大きな役目の一つであると思われる。

今回、 30回という節目を迎えるにあたって、これまでの発表内容の一覧を作成することで、本会のあ

ゆみを振り返る機会となればと考えた。一覧作成の結果、全部（誌上発表も含む）で365件の発表があ

り、毎年12件平均で行われていることになる。この30年間における県内考古学の進展は目を見張るも

のがあるが、それらについては、時代ごとのテーマ発表ならびに資料を参照願いたい。

ところで、 この発表会に取り上げられる調査は、前述したとおりその年の代表であり、いわばごく一

部である。神奈川県におけるここ数年の発掘調査件数の平均はおよそ240件であり発表会で取り上げて

いるのはおよそ5％位であり､調査されても人々の目に触れることがない遺跡が数多くあることになる。

また、発表されたものについても、その調査部分が開発に伴う事前調査である場合、記録保存という名

の下に消滅してしまっているものが大半である。言い換えると、発表された遺跡の中で現状保存されて

いるのは、史跡などを除くと、ごくわずかであることを忘れてはならない。したがって、少しでも多く

の遺跡調査情報を知らせる機会を作る必要があるが、近年では、本発表会などの影響を受けて、各市町

村や地域単位での遺跡調査発表会が開催されているところもあり、それぞれの地域でのきめ細かい報告

が増加している。 こうした事実を踏まえ、改めて本発表会の果たしてきた役割や、今後の責任を見据え

ていかなければならないと思われる。

本一覧が、神奈川県考古学史の研究や文化財保護を考える上で参考になれば幸いである。

＊本表作成については発表会担当(佐々木健策・吉田政行・阿曽正彦・大村浩司)が協議して行った。作成実務は吉

田が担当し、長岡文紀氏、かながわ考古学財団、副会長岡本孝之の協力を得た。なお、前文の文責は大村にある。
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20061119 30 2 小田原市 千代南原遺跡
20061119 30 3 鎌倉市 若宮大路周辺遺跡群
20061119 30 4 三浦市 がんだ畑遺跡
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申平塚市 湘南新道関連遺跡

20061119 30 8 茅ヶ崎市 小出川河川改修関連遺跡群
20061119 30 9 川崎市 上麻生日光台遺跡

20061119 30 10 小田原市 (仮)早川石切丁場群
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第1回調査。研究発表会で報告された

藤沢市川名新林右遺跡出土の環頭把頭




